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六
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勢
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背
後
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し
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〔
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〕
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イ
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に
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〔
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忠
男
〕
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苦
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共
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〔
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夫
〕
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六
緊
迫
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す
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ベ
ト
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情
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権
〔
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善
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〕
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〔
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〔
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〔
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解
禁
と
は
ど
う
事
情
が
違
う
か
〔
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〇－
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〇－
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交
〔
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幡
操
〕
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六
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写
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ペ
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紛
争
に
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光
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迷
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岡
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携
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一
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と
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四
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和
の
た
め
の
原
子
力－
わ
が
国
に
お
け
る
原
子
力
開
発
の
現
状
と
海
外
諸
国
の
開
発
の
特
色
〔
米
沢
弘
人
〕
九
五－
九
九
第
九
九
六
号
一
九
六
二
年
三
月
号
巻
頭
言
ア
ジ
ア
旋
風
時
代
〔
武
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ヵ
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計
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け
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鮮
〔
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寿
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〕
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一
四
日
ソ
貿
易
問
題
の
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を
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平
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と
繁
栄
へ
の
道
開
く
大
き
く
変
っ
た
ソ
連
の
経
済
と
貿
易〔
山
本
熊
一
〕
一
五－
一
九
香
港
だ
よ
り
二
〇－
二
一
国
際
社
会
に
生
き
る
道－
日
本
外
交
は
国
連
中
心
に
努
力
せ
よ
〔
森
恭
三
〕
二
二－
二
三
日
本
の
領
土
問
題
と
平
和
外
交
の
路
線
－
沖
縄
・
千
島
・
南
カ
ラ
フ
ト
の
主
権
者
は
誰
か
米
ソ
対
立
の
間
に
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つ
日
本
外
交
の
歩
み
〔
田
尻
愛
義
〕
二
四－
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九
沖
縄
の
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国
復
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問
題
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デ
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三
九－
四
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時
の
人
フ
ァ
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ァ
ー
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イ
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首
相
四
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一
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経
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論
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四
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三
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合
〔
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（
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日
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ド
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相－
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
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座
を
狙
う
五
人
の
男
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
〔
三
宅
正
樹
〕
四
九－
五
三
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
よ
り
帰
り
て－
欧
洲
議
会
見
聞
記
〔
伊
部
時
代
〕
五
四－
五
五
北
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
高
原
開
発
計
画
〔
河
相
達
夫
〕
五
六－
六
二
時
の
人
ア
ジ
ュ
ベ
イ
・
イ
ズ
ベ
ス
チ
ャ
紙
編
集
長
五
八－
五
八
ア
メ
リ
カ
人
間
衛
星
を
め
ぐ
る
話
題
六
三－
八
五
国
際
関
係
の
所
産
と
し
て
の
「
日
本
国
憲
法
」－
そ
の
制
定
経
過
に
対
す
る
考
察
と
反
省
〔
清
水
伸
〕
八
六－
九
一
第
九
九
七
号
一
九
六
二
年
四
・
五
月
号
巻
頭
言
人
間
自
身
の
征
服
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
日
本
の
経
済
外
交
〔
関
守
三
郎
〕
六－
一
二
時
の
人
ト
ン
ク
・
ラ
ー
マ
ン
マ
ラ
ヤ
連
邦
首
相
一
二－
一
二
霞
ヶ
関
夜
話
一
三－
一
三
日
本
の
領
土
問
題
を
截
る
－
沖
縄
・
小
笠
原
の
日
本
復
帰
と
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
を
望
む
〔
床
次
徳
二
〕
一
四－
一
九
米
新
政
策
に
対
す
る
見
解
と
対
策
（
一
九
六
二
・
三
・
二
四
）〔
沖
縄
自
民
党
〕
一
九－
二
〇
随
筆
ラ
オ
ス
の
日
の
丸
〔
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繁
〕
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二
一
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時
局
放
談
こ
の
眼
で
見
た
世
界
の
動
き
〔
高
垣
金
三
郎
・
武
内
文
彬
〕
二
二－
三
六
時
の
人
フ
ー
シ
ェ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
高
等
弁
務
官
三
六－
三
六
霞
ヶ
関
夜
話
三
七－
三
七
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
戦
う
日
本
経
済
－
大
き
な
歴
史
的
な
流
れ
を
つ
か
ま
な
い
と
、
真
実
の
姿
が
逃
げ
て
し
ま
う
〔
桑
原
季
隆
〕
三
八－
四
二
随
筆
名
議
長
宣
言
す
〔
加
納
久
朗
〕
四
三－
四
三
欧
州
共
同
市
場
の
対
外
政
策
〔
功
力
喜
久
男
〕
四
四－
四
九
時
の
人
解
任
さ
れ
た
ク
ロ
ル
前
駐
ソ
西
独
大
使
四
九－
四
九
日
本
綿
業－
今
後
の
進
路
〔
村
山
高
〕
五
〇－
五
四
テ
レ
ビ
番
組
「
問
題
と
答
え
」
に
お
け
る
ハ
リ
マ
ン
国
務
次
官
補
の
談
話
五
五－
五
九
黒
い
嵐
に
襲
わ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
－
コ
ン
ゴ
の
大
密
林
に
流
さ
れ
た
赤
い
血
ベ
ル
ギ
ー
に
消
え
さ
ら
ぬ
黒
い
傷
あ
と
〔
白
井
近
夫
〕
六
〇－
六
四
海
外
経
済
論
調
六
五－
六
九
ホ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
ビ
ル
マ
の
ク
ー
デ
タ
ー
七
〇－
七
一
追
込
ま
れ
た
中
国
経
済
〔
土
井
章
〕
七
二－
七
七
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
七
五－
七
五
時
の
人
ビ
ル
マ
革
命
委
員
会
議
長
ネ
・
ウ
ィ
ン
将
軍
七
七－
七
七
最
近
の
国
際
金
融
と
通
貨
問
題
〔
丁
野
清
春
〕
七
八－
八
一
ホ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
シ
リ
ア
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー
八
二－
八
三
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七
資
料
文
献
ソ
連
と
世
界
経
済
〔
Ｓ
・
ヴ
ィ
シ
ュ
ネ
フ
〕
八
四－
九
一
国
際
資
料
沖
縄
問
題
・
エ
カ
フ
ェ
総
会
九
二－
九
七
第
九
九
八
号
一
九
六
二
年
六
月
号
巻
頭
言
日
ソ
関
係
の
打
開
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
火
を
吹
く
ラ
オ
ス
短
期
駐
兵
…
チ
ャ
ン
ス
あ
り
長
期
駐
兵
…
第
二
の
朝
鮮
事
変
へ
〔
武
ノ
内
文
与
志
〕
六－
七
北
洋
漁
業
を
め
ぐ
る
日
ソ
関
係－
世
論
を
起
こ
し
、
権
益
を
守
れ
〔
大
平
善
梧
〕
八－
一
六
霞
ヶ
関
夜
話
一
七－
一
七
中
ソ
は
妥
協
で
き
な
い－
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
毛
沢
東
せ
め
ぎ
あ
う
二
つ
の
赤
い
星
〔
桑
原
寿
二
〕
一
八－
二
四
時
の
人
ナ
ジ
ム
・
エ
ル
・
ク
ド
シ
シ
リ
ア
大
統
領
二
三－
二
三
海
外
ニ
ュ
ー
ス
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
問
題
（
五
月
一
七
日
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
記
者
会
見
よ
り
）
二
五－
二
五
高
ま
る
ア
ジ
ア
の
経
済
協
力－
Ｏ
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
構
想
は
必
要
で
あ
り
、
可
能
で
あ
る
〔
栗
本
弘
〕
二
六－
三
一
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
背
景
と
す
る
西
ド
イ
ツ
の
新
航
路
（
ノ
イ
エ
ル
・
ク
ル
ス
）〔
鬼
丸
豊
隆
〕
三
二－
三
九
時
の
人
セ
ホ
・
マ
リ
ア
・
ギ
ド
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
統
領
三
七－
三
七
時
の
人
フ
ァ
レ
ス
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
臨
時
行
政
府
主
席
三
九－
三
九
占
領
下
・
沖
縄
の
教
育－
切
々
胸
を
う
つ
現
地
の
声
〔
長
谷
川
峻
〕
四
〇－
四
七
近
刊
紹
介
Ｔ
・
Ｃ
・
シ
ェ
リ
ン
グ
、
Ｍ
・
Ｈ
・
ハ
ル
ペ
リ
ン
『
戦
略
と
軍
備
管
理
』
／
ハ
ー
マ
ン
・
カ
ー
ン
『
軍
備
競
争
と
そ
の
危
険
性
』〔
伊
藤
皓
文
〕
四
八－
五
一
座
談
会
科
学
時
代
に
秘
密
は
な
い－
政
治
・
産
業
ス
パ
イ
戦
に
勝
つ
は
愛
国
心
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
八
191
〔
松
島
慶
三
・
古
谷
多
津
夫
・
河
村
愛
三
・
深
町
譲
・
池
田
貞
枝
・
五
島
広
作
〕
五
二－
六
四
海
外
経
済
論
調
六
五－
六
七
新
移
民
政
策
を
断
行
せ
よ－
日
本
経
済
発
展
の
支
柱
今
後
二
十
年
の
勝
負
〔
二
宮
謙
〕
六
八－
七
七
ホ
ッ
ト
・
コ
ー
ナ
ー
ア
ラ
ス
カ
の
日
本
漁
船
捕
獲
事
件
七
八－
七
九
毛
沢
東
の

矛
盾
論

を
た
だ
す－
竹
内
氏
の
訳
文
に
つ
い
て
〔
加
賀
美
嘉
富
〕
八
〇－
八
八
時
の
人
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
フ
ラ
ン
ス
首
相
八
三－
八
三
ア
ジ
ア
生
産
性
機
構
の
組
織
と
活
動
〔
同
事
務
局
〕
八
九－
九
四
国
際
資
料
国
連
人
権
セ
ミ
ナ
ー
・
軍
縮
委
十
七
カ
国
に
対
す
る
核
停
協
定
成
立
要
望
の
口
上
書
・
南
米
主
要
移
住
地
分
譲
条
件
比
較
九
五－
九
八
国
際
日
誌
九
五－
九
八
ス
ピ
ー
カ
ー
九
九－
九
九
第
九
九
九
号
一
九
六
二
年
七
月
号
巻
頭
言
国
際
新
風
と
国
連
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
時
論
反
省
を
要
す
る
ア
メ
リ
カ
外
交－
東
南
ア
ジ
ア
が
求
め
る
も
の
〔
森
恭
三
〕
六－
九
日
本
経
済
と
通
商
拡
大
法
の
圧
力
〔
武
山
泰
雄
〕
一
〇－
一
五
米
宇
宙
飛
行
士
第
二
号
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
少
佐－
そ
の
人
と
家
庭
一
六－
一
七
岐
路
に
立
つ
大
西
洋
同
盟
〔
林
三
郎
〕
一
八－
二
五
韓
国
の

政
治
浄
化

と
日
韓
交
渉
の
将
来
〔
松
本
博
一
〕
二
六－
二
九
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九
ベ
ル
リ
ン
だ
よ
り
三
〇－
三
一
対
談
声
価
高
ま
る
日
本
の
国
連
外
交
〔
岡
崎
勝
男
・
武
内
文
彬
〕
三
二－
四
二
時
の
人
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
米
大
統
領
報
道
官
、
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
・
イ
ン
ド
大
統
領
四
三－
四
三
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
防
波
堤
で
は
な
い－
住
民
に
深
い
失
望
感
〔
帆
足
計
〕
四
四－
四
九
参
考
資
料
沖
縄
問
題
の
積
極
的
解
決
法
に
つ
い
て
の
要
望
〔
沖
縄
教
職
員
会
〕
四
九－
五
一
ソ
連
の
新
詩
人－
作
品
と
横
顔
バ
ー
ビ
ィ
・
ヤ
ー
ル
〔
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
イ
・
エ
フ
ト
ウ
シ
ェ
ン
コ
（
村
井
隆
之
訳
）〕
五
二－
五
三
ビ
ー
ト
で
な
い
ビ
ー
ト
詩
人
エ
フ
ト
ウ
シ
ェ
ン
コ
と
会
う
の
記
〔
草
鹿
外
吉
〕
五
四－
五
五
ソ
連
の
提
唱
・「
国
際
貿
易
機
関
」－
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
脅
威
を
繞
っ
て
〔
青
海
太
郎
〕
五
六－
五
七
日
中
貿
易
の
必
然
性
〔
蔵
居
良
造
〕
五
八－
六
一
転
換
す
る
米
国
の
対
西
欧
経
済
政
策－
ニ
ュ
ー
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
大
西
洋
的
拡
大
〔
荒
木
信
義
〕
六
二－
六
五
「
軍
縮
の
た
め
の
世
界
婦
人
集
会
」
に
参
加
し
て
〔
田
中
島
あ
さ
子
〕
六
六－
六
六
時
の
人
板
垣
修
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
・
杉
道
助
日
韓
会
談
首
席
代
表
六
七－
六
七
難
問
山
積
す
る
ラ
オ
ス
情
勢
六
八－
六
九
国
際
要
語
Ａ
Ｂ
Ｃ
〈
Ａ
の
項
〉
七
〇－
七
〇
資
料
文
献
ソ
連
外
国
貿
易
の
発
展
〔
Ｇ
・
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
Ｍ
・
バ
ク
シ
ト
〕
七
一－
七
八
国
際
資
料
沖
縄
問
題
、
海
外
開
発
問
題
、
軍
縮
平
和
問
題
、
沖
縄
新
民
政
官
七
九－
八
三
国
際
日
誌
七
九－
八
二
ス
ピ
ー
カ
ー
八
四－
八
四
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
一
〇
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第
一
〇
〇
〇
号
一
九
六
二
年
八
月
号
巻
頭
言
ケ
ネ
デ
ィ
の
外
交
音
色
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
時
論
力
に
正
し
い
位
置
を
与
え
よ
〔
鈴
田
芳
人
〕
六－
七
平
和
勢
力
と
戦
争
勢
力
〔
曽
野
明
〕
八－
一
二
時
の
人
フ
ォ
イ
・
Ｄ
・
コ
ー
ラ
ー
駐
ソ
米
大
使
・
シ
ャ
ノ
ン
・
Ｂ
・
マ
キ
ュ
ー
ン
沖
縄
民
政
官
一
三－
一
三
対
談
な
く
な
る
恐
怖
の
均
衡
核
軍
事
戦
略
の
転
換－
Ａ
・
Ｍ
・
Ｍ
の
急
速
な
開
発
で
〔
佐
伯
喜
一
・
渡
辺
誠
毅
〕
一
四－
三
八
時
の
人
河
合
良
成
日
ソ
貿
易
促
進
使
節
団
々
長
・
柿
坪
正
義
国
連
大
使
三
九－
三
九
欧
州
共
同
市
場
と
日
本
農
業－
近
代
化
に
必
要
な
世
界
的
視
野
〔
竹
山
祐
太
郎
〕
四
〇－
五
〇
外
交
用
語
Ａ
Ｂ
Ｃ
〈
Ｂ
の
項
〉
五
一－
五
一
ア
メ
リ
カ
施
政
権
の
本
質
〔
横
田
喜
三
郎
〕
五
二－
六
四
写
真
ペ
ー
ジ
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
六
五－
六
七
時
局
放
談
漁
業
権
と
領
土
問
題
は
分
離
せ
よ－
モ
ス
ク
ワ
よ
り
帰
り
て
高
碕
代
表
は
語
る
〔
高
碕
達
之
助
〕
六
八－
七
三
変
貌
す
る
ソ
連
憲
法－
戦
時
非
常
体
制
か
ら
平
和
共
存
体
制
へ
〔
大
川
透
〕
七
四－
八
〇
外
交
時
報
復
刊
号
総
目
次
〈
一
九
六
一
年
八
月
号
〜
一
九
六
二
年
七
月
号
〉
八
一－
八
四
国
際
資
料
ラ
ス
ク
国
務
長
官
記
者
会
見
抜
粋
八
五－
九
一
国
際
日
誌
八
五－
八
九
ス
ピ
ー
カ
ー
九
二－
九
二
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一
一
第
一
〇
〇
一
号
一
九
六
二
年
九
月
号
巻
頭
言
欧
州
経
済
新
秩
序
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
時
論
米
国
の
世
界
的
指
導
性
－
キ
メ
手
の
な
い
キ
ュ
ー
バ
・
ベ
ル
リ
ン
国
際
経
済
政
策
か
ら
世
界
経
済
政
策
〔
武
内
文
彬
〕
六－
七
日
本
産
業
の
新
秩
序－
官
民
協
調
体
制
の
強
化
と
推
進
〔
紅
林
茂
夫
〕
八－
一
三
後
進
国
援
助
を
重
視
せ
よ－
日
本
経
済
外
交
の
活
路
〔
桑
原
季
隆
〕
一
四－
一
八
時
の
人
勝
野
康
助
ノ
ル
ウ
ェ
ー
駐
在
大
使
・
高
瀬
侍
郎
セ
イ
ロ
ン
駐
在
大
使
一
九－
一
九
外
交
座
談
会
超
党
派
外
交
の
場
を
求
め
て
〔
床
次
徳
二
・
帆
足
計
・
長
谷
川
峻
〕
二
〇－
三
四
時
の
人
ム
ニ
ョ
ス
・
グ
ラ
ン
デ
ス
・
ス
ペ
イ
ン
副
総
統
、
ビ
ノ
グ
ラ
ー
ド
フ
駐
日
ソ
連
大
使
三
五－
三
五
現
地
に
見
る
日
本
の
経
済
外
交－
イ
ラ
ン
の
石
油
開
発
、
韓
国
の
産
業
開
発
〔
湯
川
康
平
〕
三
六－
四
〇
特
集
わ
が
国
本
年
度
上
半
期
に
お
け
る
輸
出
環
境
の
実
態
東
南
ア
ジ
ア－
カ
ギ
握
る
経
済
協
力
の
進
展
〔
湯
川
智
〕
四
二－
四
六
中
近
東－
輸
出
さ
ま
た
げ
る
対
日
差
別
〔
中
根
友
造
〕
四
七－
五
一
ア
フ
リ
カ－
活
路
は
プ
ラ
ン
ト
輸
出
〔
久
司
正
夫
〕
五
二－
五
七
西
欧－
成
果
み
の
る
協
定
交
渉
〔
玉
井
忠
男
〕
五
八－
六
三
北
米－
ク
リ
ス
マ
ス
景
気
が
問
題
〔
小
泉
允
雄
・
川
守
田
莞
璽
〕
六
四－
六
九
共
産
圏－
西
欧
諸
国
と
の
貿
易
競
争
〔
中
村
喜
和
〕
七
〇－
七
四
中
南
米－
望
ま
し
い
工
業
化
へ
の
参
加
〔
橋
村
和
寿
〕
七
五－
七
九
オ
セ
ア
ニ
ア－
秩
序
あ
る
輸
出
体
制
を
〔
後
藤
雄
〕
八
〇－
八
三
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
一
二
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第
一
〇
〇
二
号
一
九
六
二
年
一
〇
・
一
一
月
号
巻
頭
言
貿
易
自
由
化
と
日
中
貿
易
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
時
論
悲
劇
・
中
印
国
境
戦
の
激
突－
解
決
は
「
国
連
」
ネ
ー
ル
首
相
へ
の
期
待
〔
西
郷
数
馬
〕
六－
七
日
韓
交
渉
波
紋
に
留
意
対
日
請
求
権
問
題
〔
宇
都
宮
徳
馬
〕
八－
一
二
時
の
人
金
鍾
泌
韓
国
中
央
情
報
部
長
、
ベ
ン
ベ
ラ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
首
相
一
三－
一
三
座
談
会
新
し
い
日
中
関
係
の
核
心
を
衝
く
〔
松
村
謙
三
・
野
田
武
夫
・
似
田
博
〕
一
四－
二
一
時
の
人
黄
田
多
喜
夫
外
務
審
議
官
・
松
井
明
国
連
大
使
二
二－
二
二
経
済
外
交
研
究
座
談
会

経
済
外
交

の
全
容
を
展
望
す
る
〔
野
田
武
夫
・
関
守
三
郎
・
松
村
敬
一
・
高
橋
幸
司
・
秋
元
茂
・
山
本
廉
・
湯
川
康
平
〕
二
三－
四
一
特
集
日
中
貿
易
問
題
の
検
討
日
中
貿
易
関
係
の
背
景－
協
定
破
棄
か
ら
「
友
好
商
社
」
取
引
へ
〔
青
海
太
郎
〕
四
二－
四
七
日
中
貿
易
打
開
の
機
到
る－
伏
兵
的
発
作
を
警
戒
せ
よ
〔
武
内
文
彬
〕
四
八－
五
二
日
中
輸
出
入
貿
易
の
内
容
五
三－
五
七
発
展
す
る
平
和
部
隊
五
八－
五
八
特
集
キ
ュ
ー
バ
事
件
キ
ュ
ー
バ
危
機
は
斯
う
し
て
起
っ
た
六
〇－
六
〇
一
週
間
の
危
機
・
新
世
界
時
代
へ
の
黎
明
！
〔
毛
利
恭
二
〕
六
一－
六
一
核
戦
争
へ
の
冒
険＝
一
週
間
の
危
機－
キ
ュ
ー
バ
事
件
の
真
相
と
経
緯
六
二－
六
八
キ
ュ
ー
バ
事
件
日
誌
六
九－
六
九
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一
三
キ
ュ
ー
バ
事
件
資
料
集
七
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八
三
第
一
〇
〇
三
号
一
九
六
二
年
一
二
月
号
巻
頭
言
世
界
外
交
の
転
機
三
大
事
件
は
教
え
る
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
時
論
日
英
通
商
条
約
成
る－
マ
ク
ミ
ラ
ン
首
相
曰
く
新
「
日
英
同
盟
」
で
あ
る
〔
武
内
文
彬
〕
六－
七
本
年
日
本
が
締
約
し
た
三
大
条
約
を
顧
み
て－
本
年
成
立
し
た
条
約
実
に
百
に
の
ぼ
る
〔
中
川
融
〕
八－
一
四
時
の
人
ウ
ッ
ズ
次
期
世
界
銀
行
総
裁
・
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
ソ
連
第
一
外
務
次
官
一
五－
一
五
「
日
中
貿
易
」
新
段
階
に
入
る－
再
び
中
共
に
使
い
し
て
〔
野
田
武
夫
〕
一
六－
一
七
座
談
会
新
「
日
中
貿
易
」
を
衝
く－
見
て
来
た
中
共
の
飛
躍
〔
岡
崎
嘉
平
太
・
田
林
政
吉
〕
一
八－
二
九
写
真
集
池
田
首
相
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
旅
行
三
〇－
三
一
予
期
以
上
の
成
果
を
収
め
た
池
田
首
相
の
西
欧
訪
問－
将
来
へ
の
軌
道
は
敷
か
れ
た
三
二－
三
七
時
の
人
与
謝
野
秀
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
事
務
局
長
・
宮
崎
章
ト
ル
コ
駐
在
大
使
三
八－
三
八
波
瀾
を
よ
ん
だ
中
印
国
境
紛
争－
そ
の
経
緯
と
主
張
点
〔
中
村
四
郎
〕
三
九－
四
三
中
印
国
境
武
力
衝
突
に
対
す
る
各
国
の
態
度
と
世
論
四
四－
四
九
中
道
主
義
の
勝
利
米
中
間
選
挙
の
結
果－
ジ
ン
ク
ス
破
っ
た
民
主
党
五
〇－
五
二
日
本
を
め
ぐ
る
エ
ア
ー
・
ラ
イ
ン
五
三－
五
三
モ
ス
ク
ワ
へ
の
旅
〔
帆
足
計
〕
五
四－
六
三
日
米
貿
易
経
済
会
議
の
成
果－
ボ
カ
さ
れ
た
共
同
声
明
ケ
ネ
デ
ィ
発
言
は
尾
を
引
く
か
〔
毛
利
恭
二
〕
六
四－
六
五
国
際
資
料
集
今
年
（
一
九
六
二
年
）
成
立
し
た
三
大
条
約
日
米
ガ
リ
オ
ア
協
定
・
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
一
四
185
日
タ
イ
特
別
円
協
定
・
日
英
通
商
居
住
及
び
航
海
条
約
六
六－
八
五
国
際
資
料
集
池
田
首
相
訪
欧
演
説
集
八
五－
九
〇
科
学
ペ
ー
ジ
九
一－
九
一
第
一
〇
〇
四
号
一
九
六
三
年
一
・
二
月
号
巻
頭
言
「
平
和
の
勝
利
」
の
年
に
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
動
き
つ
つ
あ
る
中
共
外
交
の
実
体
を
衝
く
〔
蔵
居
良
造
〕
六－
一
三
日
韓
会
談
の
焦
点
を
さ
ぐ
る
－
無
意
味
な
個
人
プ
レ
ー
を
や
め
正
常
ル
ー
ト
に
よ
る
解
決
を
重
視
せ
よ
〔
中
保
与
作
〕
一
四－
一
九
対
談
一
九
六
三
年
の
世
界
経
済
と
日
本
－
国
際
的
視
野
に
立
ち
国
内
体
制
を
整
備
せ
よ
〔
大
来
佐
武
郎
・
高
垣
金
三
郎
〕
二
〇－
三
三
ア
メ
リ
カ
か
ら
見
た
中
ソ
論
争
の
実
体
三
四－
三
七
新
し
い
韓
国
の
表
情－
韓
国
訪
問
よ
り
帰
り
て
〔
船
田
中
〕
三
八－
四
一
南
極
大
陸
に
立
ち
て－
昭
和
基
地
の
再
開
を
想
う
〔
長
谷
川
峻
〕
四
二－
四
七
座
談
会
一
九
六
三
年
の
国
際
情
勢
を
分
析
す
る
－
米
・
ソ
は
キ
ュ
ー
バ
問
題
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
〔
佐
伯
喜
一
・
林
三
郎
・
帆
足
計
〕
四
八－
六
六
プ
ラ
ウ
ダ
社
説
「
平
和
と
社
会
主
義
の
勝
利
の
た
め
の
共
産
主
義
運
動
の
統
一
を
強
化
し
よ
う
」
〈
一
九
六
三
年
一
月
七
日
〉
六
七－
八
三
国
際
的
に
重
要
化
し
た
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
対
策
〔
沢
田
節
蔵
〕
八
四－
八
九
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戦
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一
五
モ
ス
ク
ワ
か
ら
カ
イ
ロ
へ
の
旅
〔
帆
足
計
〕
九
〇－
九
九
第
一
〇
〇
五
号
一
九
六
三
年
三
・
四
月
号
巻
頭
言
「
欧
州
第
三
勢
力
」
生
る
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
日
中
貿
易
問
題
の
核
心
を
衝
く－
戦
後
か
ら
松
村
・
高
碕
覚
書
ま
で
〔
山
口
宏
〕
六－
一
五
日
米
綿
製
品
交
渉
の
背
景
と
展
望
〔
青
木
佐
久
太
郎
〕
一
六－
二
三
転
機
に
立
っ
た
世
界
外
交－
燃
ゆ
る
欧
州
を
繞
り
て
〔
武
内
文
彬
〕
二
四－
三
〇
躍
動
す
る
日
ソ
貿
易－
一
〇
億
目
標
の
安
定
輸
出
へ
〔
林
寧
樹
〕
三
一－
三
七
責
務
と
好
機
の
年－
63’
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
〔
坂
西
志
保
〕
三
八－
三
九
ア
ジ
ア
の
六
巨
頭
・
素
描－
毛
沢
東
／
劉
少
奇
／
周
恩
来
／
ホ
ー
・
チ
ミ
ン
／
金
日
成
／
ユ
ム
ザ
ジ
ン
・
ツ
エ
デ
ン
バ
ル
四
〇－
四
七
海
外
「
移
住
理
念
」
の
革
命－
「
棄
民
」
か
ら
開
発
協
力
時
代
へ
〔
高
木
広
一
〕
四
八－
六
二
世
界
の
国
・
一
覧
表
六
三－
六
八
第
一
〇
〇
六
号
一
九
六
三
年
五
・
六
月
号
巻
頭
言
重
大
な
「
中
ソ
論
争
」－
本
格
的
研
究
を
欠
く
日
本
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
国
際
新
段
階
〔
大
井
篤
〕
六－
一
五
日
仏
通
商
協
定
成
る－
秩
序
あ
る
輸
出
体
制
へ
一
六－
二
一
特
集
戦
史
研
究
二
二－
二
三
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
一
六
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外
国
の
戦
史
研
究
と
第
二
次
大
戦
の
文
献
に
つ
い
て
〔
西
浦
進
〕
二
三－
三
〇
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
の
完
成
を
迎
え
て
〔
小
林
龍
夫
〕
三
一－
三
四
ア
メ
リ
カ
の
ガ
ッ
ト
へ
の
関
心－
ガ
ッ
ト
閣
僚
会
議
と
米
国
の
立
場
〔
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
〕
三
五－
三
七
中
共
の
鼓
動－
政
治
・
外
交
・
経
済
三
八－
三
九
特
集
米
国
の
観
た
日
本
経
済
日
本
経
済
へ
の
期
待
と
希
望
－
経
済
同
友
会
で
の
演
説
〔
ハ
ー
タ
ー
米
大
統
領
通
商
特
使
〕
四
一－
四
六
米
国
の
極
東
戦
略
と
対
外
援
助
－
米
下
院
外
交
委
員
会
に
お
け
る
証
言
全
文
〔
ヒ
ル
ズ
マ
ン
極
東
担
当
国
務
次
官
補
〕
四
六－
五
一
日
本
の
寄
与
と
期
待－
日
米
民
間
経
済
団
体
報
告
五
一－
五
三
世
界
貿
易
に
お
け
る
日
本
の
使
命－
在
日
ア
メ
リ
カ
商
業
会
議
所
、
日
米
協
会
、
経
済
団
体
連
合
会
、
東
京
商
工
会
議
所
共
催
昼
食
会
で
の
演
説
〔
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
米
国
商
務
次
官
〕
五
三－
五
七
日
米
貿
易
政
策
に
つ
い
て－
東
海
北
陸
知
事
会
議
の
演
説
〔
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
米
大
使
〕
五
七－
五
九
日
本
は
国
際
経
済
競
争
に
強
い
国－
日
本
セ
ー
ル
ズ
幹
部
協
会
国
際
交
流
委
員
会
発
会
式
演
説
〔
Ａ
・
Ｚ
・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
経
済
担
当
駐
日
米
公
使
〕
五
九－
六
〇
ア
メ
リ
カ
宇
宙
人
第
四
号
ク
ー
パ
ー
少
佐
と
は
こ
ん
な
人
ツ
ル
ー
デ
ィ
夫
人
も
立
派
な
飛
行
士
六
一－
六
一
キ
ュ
ー
バ
事
件
以
後
・
経
過
表
六
二－
七
五
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戦
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一
七
第
一
〇
〇
七
号
一
九
六
三
年
七
・
八
月
号
巻
頭
言
中
共
を
「
孤
立
化
」
す
な
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
特
集
米
・
英
・
ソ
「
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
」
調
印
米
英
ソ
「
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
」
の
意
義
〔
森
恭
一
〕
六－
一
一
米
英
ソ
「
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
」
関
係
文
献
集
一
二－
二
六
新
ロ
ー
マ
法
王
パ
ウ
ロ
六
世－
ロ
ー
マ
を
全
人
類
の

父
の
家

に
二
七－
二
七
対
談
世
界
経
済
の
方
向
と
日
本
の
経
済
外
交
〔
大
島
昭
・
渡
辺
武
〕
二
八－
四
四
米
「
黒
人
問
題
」
は
何
処
へ
〔
雨
宮
米
吉
〕
四
五－
四
九
黒
人
問
題
の
全
米
的
挑
戦－
全
米
市
長
会
議
の
ケ
ネ
デ
ィ
演
説
五
〇－
五
三
中
共
き
の
う
・
き
ょ
う
〔
前
田
盛
三
〕
五
四－
五
七
メ
キ
シ
コ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン－
日
本
の
企
業
進
出
・
可
能
性
を
探
る
〔
高
橋
幸
司
〕
五
八－
六
二
「
バ
チ
カ
ン
」
に
革
命
的
新
風－
ヨ
ハ
ネ
ス
二
三
世
の
偉
業
を
讃
え
よ
う
〔
Ｍ
・
Ｅ
・
パ
ト
リ
シ
ア
〕
六
三－
六
六
特
集
米
・
欧
関
係
真
実
と
背
景－
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
の
訪
欧
六
七－
九
〇
平
和
の
戦
略－
弱
き
も
の
に
安
全
を
強
き
も
の
に
正
義
を
〔
Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
〕
九
一－
九
七
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
光
線－
今
世
紀
最
大
発
明
の
一
つ
九
八－
九
九
統
計
で
見
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
王
国
一
〇
〇－
一
〇
六
第
一
〇
〇
八
号
一
九
六
三
年
九
・
一
〇
月
号
巻
頭
言
無
限
の
期
待
へ
〔
武
内
文
彬
〕
五－
五
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
一
八
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こ
の
眼
で
見
た
キ
ュ
ー
バ
〔
宇
都
宮
徳
馬
〕
六－
一
六
日
米
綿
製
品
取
り
決
め－
そ
の
経
緯
・
内
容
・
問
題
点
〔
相
模
次
郎
〕
一
七－
一
八
日
米
綿
製
品
取
り
決
め
調
印
に
当
つ
て－
福
田
通
産
大
臣
は
語
る
一
八－
一
九
日
米
綿
製
品
取
り
決
め
要
綱
一
九－
二
二
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
国
の
政
策
〔
ロ
ジ
ャ
ー
・
ヒ
ル
ズ
マ
ン
〕
二
三－
三
二
ア
ジ
ア
を
斯
く
見
る－
ヒ
ル
ズ
マ
ン
極
東
担
当
国
務
次
官
補
を
囲
ん
で
〈
八
月
一
三
日
ボ
イ
ス
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
放
送
番
組
Ｕ
Ｓ
Ａ
記
者
会
見
〉
三
二－
三
八
統
計
か
ら
み
た
ア
メ
リ
カ
大
学
の
留
学
生－
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際
教
育
協
会
報
告
三
九－
三
九
若
返
え
り
つ
ゝ
あ
る
ア
メ
リ
カ－
全
米
市
長
会
議
に
出
席
し
て
〔
大
久
保
伝
蔵
〕
四
〇－
四
五
海
外
技
術
協
力
と
日
系
移
民
子
弟
の
役
割
〔
高
橋
幸
司
〕
四
六－
四
九
ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
か
れ
た
「
世
界
連
邦
」
世
界
大
会
〔
湯
川
晴
雄
〕
五
〇－
五
一
世
界
連
邦
と
完
全
軍
縮
〔
湯
川
秀
樹
〕
五
二－
五
二
世
界
平
和
へ
の
道
〔
元
英
首
相
ア
ト
リ
ー
〕
五
三－
五
三
世
界
連
邦
大
会
「
東
京
宣
言
」
五
四－
五
五
中
共
き
の
う
・
き
ょ
う
〔
前
田
盛
三
〕
五
六－
五
七
中
共
の
経
済
は
好
転
し
た
〔
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
〕
五
八－
六
四
中
国
の
旅－
人
民
公
社
の
見
学
な
ど
〔
帆
足
計
〕
六
五－
七
三
特
集
中
ソ
「
声
明
」
合
戦－
「
中
ソ
論
争
」
の
頂
点
「
戦
争
と
平
和
」
論
の
帰
結
中
共
の
「
核
停
条
約
」
反
対
声
明
〈
全
文
・
一
九
六
三
年
七
月
三
一
日
〉
七
四－
七
七
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総
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次－
戦
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㈡
一
九
中
共
政
府
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
声
明
〈
全
文
・
一
九
六
三
年
八
月
一
五
日
〉
七
七－
八
九
ソ
連
の
中
共
声
明
に
対
す
る
反
駁
声
明
〈
全
文
・
一
九
六
三
年
八
月
二
一
日
〉
八
九－
一
〇
四
第
一
〇
〇
九
号
一
九
六
三
年
一
二
月
号
巻
頭
言
Ｏ
Ａ
Ｕ
の
団
結
と
攻
勢－
焦
点
は
ア
ジ
ア
へ
五－
五
中
・
ソ
論
争

決
裂

も

断
交

も
な
い－
周
恩
来
首
相
の
重
大
発
言
〔
武
内
文
彬
〕
六－
八
特
集
池
田
首
相
西
太
平
洋
四
カ
国
訪
問
九－
二
八
日
本
の
観
た
国
際
課
題－
国
連
総
会
の
一
般
討
論
演
説
〈
全
文
〉〔
大
平
正
芳
〕
二
九－
三
六
国
際
連
合
「
年
次
報
告
」
序
文
〔
ウ
・
タ
ン
ト
〕
三
七－
四
七
Ｉ
Ｍ
Ｆ
総
会
・
報
告
先
進
国
と
後
進
国
の
連
帯
を
強
靱
に
〔
田
中
角
栄
〕
四
八－
四
八
Ｉ
Ｍ
Ｆ
総
会
に
お
け
る
田
中
蔵
相
の
演
説
〈
全
文
〉〔
田
中
角
栄
〕
四
九－
五
〇
Ｉ
Ｍ
Ｆ
総
会
に
お
け
る
ジ
ロ
ン
米
財
務
長
官
の
演
説
〈
全
文
〉〔
ダ
グ
ラ
ス
・
ジ
ロ
ン
〕
五
一－
五
七
Ｉ
Ｍ
Ｆ
第
一
八
回
年
次
報
告
五
八－
五
九
対
談
日
中
貿
易
の
現
状
と
展
望
〔
岡
崎
嘉
平
太
・
武
内
文
彬
〕
六
〇－
六
八
沖
縄
視
察
よ
り
帰
り
て
〔
野
田
武
夫
〕
六
九－
七
四
微
妙
な
エ
ア
ハ
ル
ト
外
交－
西
独
首
相
の
更
迭
成
功
は
ア
前
首
相
と
の
親
密
度
〔
た
け
の
う
ち
・
さ
ち
を
〕
七
五－
七
八
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
二
〇
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第
一
〇
一
〇
号
一
九
六
四
年
一
月
号
日
本
自
主
外
交
の
一
前
提－
一
九
七
〇
年
の
危
機
に
備
え
る
た
め
に
〔
蠟
山
政
道
〕
一－
三
座
談
会
’64
年
度
の
国
際
情
勢
展
望
－
両
陣
営
の
欠
陥
の
是
正
に
よ
る
均
衡
〔
森
恭
三
・
鈴
川
勇
・
武
内
文
彬
〕
四－
一
八
現
地
報
告
変
っ
た
中
共
の
姿－
北
京
の
日
本
工
業
展
に
使
し
て
〔
上
村
幸
生
〕
一
九－
二
五
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
〔
桑
原
重
美
〕
二
六－
四
一
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
の
波
紋－
こ
の
目
で
見
た
ア
メ
リ
カ
の
表
情
〔
小
辻
誠
祐
〕
四
四－
四
九
綜
合
特
集
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
新
大
統
領
を
語
る
五
〇－
五
四
附
載
米
議
会
両
院
合
同
会
議
に
お
け
る
大
統
領
演
説
〈
全
文
・
一
九
六
三
年
一
一
月
二
七
日
〉
五
五－
五
七
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
一
九
六
四
年
度
一
般
教
書
（
全
文
・
一
九
六
四
年
一
月
八
日
議
会
提
出
）
五
八－
六
三
ケ
ネ
デ
ィ
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
へ－
ケ
ネ
デ
ィ
前
大
統
領
の
偉
業
暗
殺
を
予
想
し
て
い
た
？
六
四－
六
五
第
一
〇
一
一
号
一
九
六
四
年
二
・
三
月
号
座
談
会
ド
ゴ
ー
ル
外
交
の
波
紋
と
日
本
外
交
の
進
路
〔
鹿
島
守
之
助
・
宇
都
宮
徳
馬
・
岡
田
宗
司
・
帆
足
計
・
永
末
英
一
・
武
内
文
彬
〕
二－
二
四
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
承
認
に
ひ
そ
む
も
の－
日
本
外
交
の
生
き
る
べ
き
絶
好
の
機
会
〔
小
幡
操
〕
二
五－
三
一
中
共
承
認
の
海
外
論
調
三
二－
三
四
新
聞
論
調
に
み
る
日
本
の
反
響
三
四－
三
五
パ
ナ
マ
運
河
事
件
の
示
唆
す
る
も
の－
中
南
米
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
苦
悩
〔
帆
足
計
〕
三
六－
四
三
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二
一
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
の
成
果
〔
Ａ
・
Ｚ
・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
〕
四
四－
四
八
原
子
力
潜
水
艦
寄
港
問
題
の
展
望－
日
米
交
渉
史
の
上
に
残
さ
れ
た
大
き
な
足
跡
〔
加
茂
英
史
〕
四
九－
五
六
外
交
秘
話
（
一
）
降
伏
文
書
調
印
と
最
初
の
終
戦
連
絡
〔
岡
崎
勝
男
〕
五
七－
六
八
第
一
〇
一
二
号
一
九
六
四
年
四
月
号
再
び
日
・
中
・
米
・
ソ
四
カ
国
同
盟
を
提
唱
す
る
〔
石
橋
湛
山
〕
二－
三
座
談
会
中
共
承
認
と
そ
の
後
の
国
際
情
勢
を
分
析
す
る
〔
三
木
武
夫
・
西
春
彦
・
宇
都
宮
徳
馬
・
帆
足
計
〕
四－
二
二
解
決
を
迫
ら
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
背
景
〔
永
坂
昭
〕
二
三－
二
七
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
承
前
）〔
桑
原
重
美
〕
二
八－
四
一
東
の
目
・
西
の
目
四
二－
四
三
最
後
の
勝
利
を
握
る
も
の－
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
記
者
会
見
四
四－
五
四
外
交
秘
話
（
二
）
吉
田
内
閣
の
出
現
と
平
和
条
約
締
結
の
舞
台
裏
〔
岡
崎
勝
男
〕
五
六－
六
二
戦
後
日
本
外
交
二
十
年
史
（
年
表
）
一
六
三－
八
〇
第
一
〇
一
三
号
一
九
六
四
年
五
月
号
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
逝
去
を
悼
む
〔
岡
崎
勝
男
〕
二－
三
座
談
会
開
放
経
済
下
に
お
け
る
日
本
農
業
の
課
題
〔
那
須
皓
・
山
地
進
・
伊
東
正
義
・
中
村
吉
次
郎
〕
四－
二
四
資
料
一
九
六
四
年
度
米
国
の
対
外
援
助－
巨
額
だ
が
史
上
最
少
の
も
の
に
な
る
二
五－
二
五
大
詰
に
き
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
批
准
問
題－
互
い
に
国
際
信
用
を
守
る
こ
と
に
努
力
せ
よ
〔
秋
定
鶴
造
〕
二
六－
三
〇
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
二
二
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欧
州
証
券
市
場
の
新
動
向－
開
放
経
済
下
の
日
本
市
場
に
示
唆
す
る
も
の
〔
宮
沢
待
郎
〕
三
二－
三
九
北
と
南
の
関
係
の
開
放
体
制－
国
連
貿
易
開
発
会
議
に
出
席
し
て
〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ー
ル
〕
四
〇－
四
五
世
界
連
邦
ニ
ュ
ー
ス
国
会
に
呼
び
か
け
る
世
界
連
邦
運
動
四
六－
四
七
外
交
秘
話
（
三
）
山
崎
内
閣
の
不
成
立
と
吉
田
内
閣
の
実
現
〔
岡
崎
勝
男
〕
四
八－
五
四
戦
後
日
本
外
交
二
十
年
史
（
年
表
）
二
五
六－
七
一
第
一
〇
一
四
号
一
九
六
四
年
六
月
号
岐
路
に
た
つ
日
本
の
対
中
国
外
交－
松
村
謙
三
氏
に
き
く
中
共
の
新
動
向
〔
松
村
謙
三
〕
二－
七
ネ
ー
ル
さ
ん
と
世
界
連
邦
〔
田
中
正
明
〕
八－
九
苦
悶
す
る
イ
ン
ド
外
交
の
ゆ
く
え－
ネ
ー
ル
の
死
と
そ
の
後
に
来
る
も
の
〔
小
西
健
吉
〕
一
〇－
一
五
国
際
信
用
を
阻
害
す
る
も
の－
貿
易
に
お
け
る
ク
レ
ー
ム
問
題
〔
坂
本
義
行
〕
一
六－
一
九
国
際
経
済
の
新
し
き
展
開－
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
ア
メ
リ
カ
経
済
の
対
立
〔
宮
沢
待
良
〕
二
〇－
二
六
中
共
の
世
界
観
〔
マ
ー
シ
ャ
ル
・
グ
リ
ー
ン
〕
二
七－
三
一
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
三
）〔
桑
原
重
美
〕
三
二－
五
〇
資
料
米
国
の
雇
用
数
・
大
幅
に
増
加－
三
九
ヵ
月
間
に
一
千
億
ド
ル
の
利
益
五
〇－
五
〇
外
交
秘
話
（
四
）
石
油
利
権
の
獲
得
と
国
連
大
使
就
任
〔
岡
崎
勝
男
〕
五
二－
六
〇
戦
後
日
本
外
交
二
十
年
史
（
年
表
）
三
六
一－
七
二
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二
三
第
一
〇
一
五
号
一
九
六
四
年
七
・
八
月
号
座
談
会
祖
国
復
帰
を
訴
え
る
百
万
沖
縄
同
胞
〔
神
山
政
良
・
伊
豆
見
元
一
・
宮
良
長
欣
〕
二－
一
四
わ
が
政
治
哲
学
〔
リ
ン
ド
ン
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
〕
一
五－
一
九
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
四
）〔
桑
原
重
美
〕
二
〇－
三
五
ト
ピ
ッ
ク
ベ
ル
リ
ン
問
題
は
依
然
重
大
三
六－
三
七
二
十
世
紀
の
錬
金
術－
満
十
年
を
迎
え
た
余
剰
食
糧
援
助
計
画
〔
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
〕
三
八－
四
〇
転
機
に
立
つ
日
本
の
経
済
外
交－
対
米
偏
向
を
調
整
し
て
自
主
性
を
確
立
せ
よ
〔
帆
足
計
〕
四
一－
五
七
外
交
秘
話
（
終
回
）
印
象
に
の
こ
る
国
連
初
演
説
、
文
書
に
「
先
進
国
日
本
」〔
岡
崎
勝
男
〕
五
八－
六
四
戦
後
日
本
外
交
二
十
年
史
（
年
表
）
四
六
五－
八
〇
第
一
〇
一
六
号
一
九
六
五
年
一
月
号
巻
頭
言
危
機
か
転
換
か
〔
武
内
文
彬
〕
三－
三
国
際
外
交
・
二
つ
の
焦
点－
中
共
の
核
実
験
と
ソ
連
政
変
〔
武
内
文
彬
〕
四－
八
本
年
の
農
林
外
交
の
問
題
点－
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ド
と
国
際
漁
業
交
渉
〔
村
上
洋
〕
九－
一
四
日
韓
問
題
と
北
鮮
の
位
置
〔
宇
都
宮
徳
馬
〕
一
五－
一
九
本
年
の
国
際
外
交
の
焦
点
〔
塩
口
喜
乙
〕
二
一－
二
六
太
平
洋
経
済
協
力
機
構－
豪
州
の
提
議
で
段
階
的
推
進
〔
太
平
進
〕
二
七－
二
七
問
題
山
積
の
本
年
の
国
際
金
融
〔
金
本
博
〕
三
〇－
三
五
成
田
・
周
会
談
の
全
容－
第
四
次
社
会
党
訪
中
使
節
団
三
六－
四
一
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
二
四
175
対
談
成
田
社
会
党
書
記
長
に
聞
く－
訪
中
の
旅
の
成
果
〔
成
田
知
己
・
武
内
文
彬
〕
四
二－
四
八
新
情
勢
と
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
〔
蔵
居
良
造
〕
四
九－
五
七
ア
メ
リ
カ
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
二
つ
の
意
見
激
動
下
の
世
界
を
正
し
く
認
識
し
よ
う
〔
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
〕
五
八－
六
〇
中
国
に
は
柔
軟
政
策
で
…
〔
ヒ
ル
ズ
マ
ン
〕
六
〇－
六
一
沖
縄
の
当
面
す
る
諸
問
題－
ま
た
ま
た
沖
縄
を
訪
れ
て
〔
帆
足
計
〕
六
二－
六
九
佐
藤
内
閣
の
成
立－
新
内
閣
の
施
政
演
説
佐
藤
首
相
の
所
信
に
関
す
る
演
説
七
一－
七
四
椎
名
外
相
の
外
交
に
関
す
る
演
説
七
四－
七
七
田
中
蔵
相
の
財
政
に
関
す
る
演
説
七
七－
八
〇
第
一
〇
一
七
号
一
九
六
五
年
二
月
号
巻
頭
言
南
ベ
ト
ナ
ム
火
を
吹
く
〔
武
内
文
彬
〕
三－
三
外
交
に
お
け
る
自
主
性
と
は
何
か
〔
小
幡
操
〕
四－
一
〇
山
田
前
駐
ソ
大
使
に
聞
く－
ソ
連
の
新
外
交
路
線
〔
山
田
久
就
〕
一
一－
一
四
南
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
帰
り
て－
こ
の
目
で
見
た
実
体
〔
長
谷
川
峻
〕
一
五－
二
〇
第
三
回
日
英
定
期
協
議－
日
英
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
二
一－
二
一
北
ベ
ト
ナ
ム
の
表
情
〔
西
村
関
一
〕
二
二－
二
三
対
談
こ
の
目
で
見
た
中
国
の
真
実
を
語
る
〔
原
吉
平
・
武
内
文
彬
〕
二
四－
二
七
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二
五
ド
・
ゴ
ー
ル
は
何
を
考
え
て
い
る
か
？－
エ
リ
ゼ
宮
・
千
人
の
記
者
会
見
談
〔
太
平
進
〕
二
八－
二
九
ド
・
ゴ
ー
ル
の
記
者
会
見
記
三
〇－
三
〇
ド
・
ゴ
ー
ル
へ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
応
酬
三
一－
三
一
日
米
共
同
声
明
〈
全
文
〉
三
二－
三
四
日
米
共
同
声
明
に
関
す
る
橋
本
官
房
長
官
談
話
メ
モ
（
一
九
六
五
年
一
月
一
四
日
）
三
五－
三
五
特
集
佐
藤
総
理
の
渡
米
（
演
説
集
東
京－
ワ
シ
ン
ト
ン
）
三
六－
五
二
ア
フ
リ
カ
で
想
う
〔
野
田
武
夫
〕
五
三－
五
七
世
紀
の
巨
人－
チ
ャ
ー
チ
ル
を
悼
む
〔
太
田
進
〕
五
八－
六
〇
中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
関
係
〔
林
寿
夫
〕
六
一－
六
三
教
書
は
米
議
会
に
流
れ
る－
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
策
の
全
容
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
年
頭
一
般
教
書
（
一
月
四
日
）
六
五－
七
二
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
就
任
演
説
（
全
文
）（
一
月
二
〇
日
）
七
三－
七
五
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
予
算
教
書
（
一
月
二
五
日
）
七
六－
八
二
第
一
〇
一
八
号
一
九
六
五
年
三
月
号
巻
頭
言
絶
体
絶
命
の
ベ
ト
ナ
ム
〔
武
内
文
彬
〕
三－
三
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
発
言
と
欧
州
三
共
同
体
の
統
合－
暗
黒
に
輝
く
二
つ
の
星
〔
森
恭
雄
〕
四－
五
台
湾
は
誰
の
も
の
か－
台
湾
の
国
際
法
的
地
位
を
探
る
〔
田
尻
愛
義
〕
六－
一
〇
対
談
台
湾
を
繞
る
国
際
関
係－
安
保
条
約
で
日
米
談
合
せ
よ
〔
田
尻
愛
義
・
宇
都
宮
徳
馬
〕
一
一－
一
九
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
二
六
173
新
局
面
を
迎
え
た
日
本
の
外
資
政
策
〔
金
本
博
〕
二
〇－
二
二
特
集
日
本
紡
績
業
の
隘
路
と
血
路
二
三－
二
三
紡
績
業
当
面
の
問
題
点－
世
界
綿
業
の
新
し
い
動
き
と
関
連
し
て
〔
室
賀
国
威
〕
二
四－
二
六
世
界
綿
業
の
動
き
と
日
本
繊
維
産
業
の
将
来
〔
田
和
安
夫
〕
二
七－
二
九
日
本
の
東
西
貿
易
の
飛
躍
三
〇－
三
一
沖
縄
と
千
島
の
国
際
法
的
地
位－
そ
の
差
異
と
問
題
点
〔
帆
足
計
〕
三
二－
四
四
中
国
向
け
プ
ラ
ン
ト
・
輸
出
商
談
（
表
）
四
五－
四
七
中
華
人
民
共
和
国
職
員
録
（
一
九
六
四
年
一
二
月
現
在
）
四
八－
四
九
米
国
務
省
「
ベ
ト
ナ
ム
白
書
」（
全
文
）（
一
九
六
五
年
二
月
二
七
日
発
表
）
五
〇－
七
二
第
一
〇
一
九
号
一
九
六
五
年
六
月
号
巻
頭
言
世
界
を
覆
う
ツ
ェ
ッ
ク
メ
ー
シ
ッ
ヒ
〔
武
内
文
彬
〕
三－
三
ベ
ト
ナ
ム
問
題
・
何
処
へ
行
く－
明
瞭
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
策
の
内
容
〔
武
内
文
彬
〕
四－
一
一
永
久
平
和
と
ベ
ト
ナ
ム
問
題
〔
エ
ド
ガ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
〕
一
二－
一
三
わ
が
国
の
対
外
経
済
協
力
の
新
方
向－
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
見
て
来
た
後
進
地
域
の
実
体
・
起
案
を
急
ぐ
「
対
外
協
力
基
本
法
」
の
内
容
〔
野
田
卯
一
〕
一
四－
一
八
日
中
貿
易
の
危
機
と
そ
の
打
開
の
急
務
〔
高
碕
欣
之
助
〕
一
九－
二
三
特
集
転
機
に
立
つ
ベ
ト
ナ
ム
問
題
転
機
を
迎
え
た
ベ
ト
ナ
ム
二
四－
三
〇
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二
七
対
立
す
る
「
交
渉
開
始
条
件
」
三
〇－
三
三
米
国
・
ベ
ト
ナ
ム
介
入
の
真
目
的
三
三－
三
九
内
政
暗
黒
の
ク
ー
デ
タ
ー
時
代
三
九－
四
二
大
戦
後
の
仏
の
策
謀
と
ア
ジ
ア
民
族
主
義
四
二－
四
六
外
交－
初
期
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
へ
四
六－
五
一
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
の
内
容
五
一－
五
三
ベ
ト
ナ
ム
基
本
資
料－
世
界
各
国
の
主
張
と
そ
の
根
拠
第
一
部
米
国
の
声
明
・
演
説
・
証
言
・
公
開
状
・
論
文
・
付
非
同
盟
国
ア
ピ
ー
ル
五
五－
七
八
第
二
部
中
・
ソ
・
ベ
ト
ナ
ム
諸
国
の
主
張
・
付
民
間
権
威
者
の
主
張
七
九－
八
七
第
三
部
日
本
の
部
八
八－
九
一
第
一
〇
二
〇
号
一
九
六
五
年
七
月
号
巻
頭
言
「
回
心
の
奇
蹟
」
ド
・
ゴ
ー
ル
を
軸
と
し
て
〔
武
内
文
彬
〕
三－
三
光
る－
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
高
き
指
導
性
高
次
な
表
現
〔
武
内
文
彬
〕
四－
五
ソ
連
二
つ
の
発
言
核
戦
争
は
不
可
能
だ－
全
面
的
・
完
全
軍
縮
の
達
成
へ
六－
七
構
造
的
不
況
要
因
下
の
日
本
紡
績
業
当
面
の
問
題
点
〔
三
木
哲
持
〕
八－
一
一
米
上
院
外
交
委
員
会
を
沸
か
せ
た
私
の
ベ
ト
ナ
ム
報
告
〔
松
本
俊
一
〕
一
二－
一
六
中
国
核
実
験
と
日
本
の
立
場
付
・
湯
川
博
士
ら
平
和
ア
ピ
ー
ル
七
人
会
の
「
原
爆
被
災
白
書
」
計
画
〔
松
井
明
〕
一
七－
一
七
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
二
八
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中
国
ミ
サ
イ
ル
弾
頭
原
爆
実
験
に
成
功
〔
沢
田
周
二
郎
〕
一
八－
二
二
米
国
の
中
共
観－
「
米
中
戦
争
」
が
起
こ
っ
て
も
「
第
三
次
大
戦
」
に
は
な
ら
な
い
中
共
の
世
界
観
（
一
九
六
四
年
五
月
一
三
日
ワ
シ
ン
ト
ン
の

日
米
協
会

に
お
け
る
演
説
・
全
文
）
〔
マ
ー
シ
ャ
ル
・
グ
リ
ー
ン
〕
二
四－
二
八
東
ア
ジ
ア
の
進
歩
と
問
題－
そ
の
中
の
中
共
批
判
（
一
九
六
四
年
九
月
二
九
日
・
東
京
に
お
け
る
演
説
中
の
中
共
批
判
の
部
分
）〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｐ
・
バ
ン
デ
ィ
〕
二
八－
三
三
米
政
策
立
案
上
の
問
題
と
し
て
の
中
共
（
一
九
六
五
年
二
月
二
六
日
・
米
国
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
お
け
る
演
説
全
文
）〔
マ
ー
シ
ャ
ル
・
グ
リ
ー
ン
〕
三
三－
三
九
中
国
の
新
ベ
ト
ナ
ム
観－
周
恩
来
首
相
曰
く
「
世
界
戦
争
」
は
起
ら
な
い
四
〇－
四
一
特
集
米
国
の
ア
ジ
ア
開
発－
援
助
の
目
的
と
ア
ジ
ア
観
総
括
米
国
新
ア
ジ
ア
開
発
援
助
計
画－
そ
の
沿
革
と
性
格
と
成
功
の
条
件
〔
太
平
進
〕
四
三－
四
五
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
計
画－
十
億
ド
ル
援
助
を
中
心
と
し
て
（
一
九
六
五
年
四
月
七
日
演
説
）〔
リ
ン
ド
ン
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
〕
四
五－
四
七
国
際
政
治
に
お
け
る
新
興
諸
国
の
役
割
（
一
九
六
五
年
三
月
一
五
日
・
独
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
の
演
説
・
全
文
）〔
ウ
オ
ル
ト
・
Ｗ
・
ロ
ス
ト
ウ
〕
四
七－
五
二
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
国
の
政
策
（
一
九
六
三
年
八
月
一
二
日
・
ホ
ノ
ル
ル
全
米
立
法
会
議
第
一
六
回
年
次
大
会
に
お
け
る
演
説
）〔
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ヒ
ル
ズ
マ
ン
〕
五
三－
五
七
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
援
助
（
一
九
六
四
年
三
月
二
六
日
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
ア
ワ
ー
ズ
昼
食
会
に
お
け
る
演
説
の
一
部
）〔
ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
〕
五
八－
六
二
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二
九
東
南
ア
ジ
ア
の
現
状
と
将
来
（
一
九
六
五
年
四
月
一
九
日
・
デ
ト
ロ
イ
ト
経
済
ク
ラ
ブ
で
の
演
説
・
全
文
）〔
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ガ
ー
〕
六
二－
六
九
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
開
発
（
一
九
六
五
年
四
月
二
三
日
・
東
京
で
の
講
演
・
全
文
）
〔
ウ
オ
ル
ト
・
Ｗ
・
ロ
ス
ト
ウ
〕
六
九－
七
六
資
料
イ
ン
ド
シ
ナ
に
関
す
る
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
（
全
文
）
七
七－
九
一
第
一
〇
二
一
号
一
九
六
五
年
八
月
号
巻
頭
言
ベ
ト
ナ
ム
・
転
換
の
一
瞬
〔
武
内
文
彬
〕
一－
一
ド
・
ゴ
ー
ル
旋
風
に
つ
い
て
考
え
る
〔
小
幡
操
〕
二－
七
日
米
航
空
協
定
と
議
員
外
交
〔
長
谷
川
峻
〕
八－
一
六
日
韓
条
約
の
調
印
と
今
後
の
日
韓
関
係
〔
村
常
男
〕
一
七－
二
二
ベ
ト
ナ
ム
紛
争
に
立
向
う
米
外
交
官
二
三－
二
五
ア
ン
ケ
ー
ト
何
処
に
往
く
か
日
本
外
交
－
ベ
ト
ナ
ム
の
危
機
・
日
本
外
交
の
行
方
に
日
本
を
代
表
す
る
百
三
十
氏
の
提
言
〔
秋
山
謙
蔵
・
秋
山
光
材
・
明
石
総
一
・
雨
宮
庸
蔵
・
有
木
宗
一
郎
・
池
田
善
昭
・
伊
手
健
一
・
生
島
廣
治
郎
・
今
井
勝
郎
・
伊
藤
皓
文
・
今
里
勝
雄
・
石
田
栄
雄
・
上
田
修
一
郎
・
宇
野
重
昭
・
内
田
繁
隆
・
梅
原
一
雄
・
梅
沢
達
雄
・
浦
野
起
央
・
衛
藤
瀋
吉
・
越
智
元
治
・
沖
野
亦
男
・
岡
本
幸
雄
・
大
畑
篤
四
郎
・
岡
本
順
一
・
大
林
洋
五
・
大
島
忠
雄
・
奥
原
唯
弘
・
尾
上
正
男
・
大
浦
敏
弘
・
小
幡
操
・
岡
部
達
味
・
大
塩
亀
雄
・
大
久
保
弘
一
・
小
川
芳
彦
・
大
平
善
梧
・
大
石
義
雄
・
植
田
捷
雄
・
景
山
哲
夫
・
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
三
〇
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神
川
正
彦
・
甲
斐
静
馬
・
川
上
壮
一
郎
・
神
谷
不
二
・
金
戸
嘉
七
・
海
妻
去
彦
・
亀
倉
四
郎
・
加
藤
寛
・
金
田
近
二
・
河
相
達
夫
・
嘉
納
孔
・
川
崎
一
郎
・
金
井
英
隆
・
北
沢
直
吉
・
気
賀
健
三
・
北
岡
寿
逸
・
菊
地
正
・
岸
田
修
・
金
三
圭
・
金
晋
根
・
許
世
楷
・
金
珍
寧
・
北
川
均
・
工
藤
昭
四
郎
・
郡
司
喜
一
・
小
寺
初
世
子
・
草
間
秀
三
郎
・
斉
藤
栄
三
郎
・
坂
本
龍
起
・
渋
沢
信
一
・
塩
沢
清
宣
・
坂
田
善
三
郎
・
斎
藤
忠
・
桜
井
光
堂
・
完
倉
寿
郎
・
末
松
満
・
清
家
唯
一
・
菅
谷
重
平
・
鈴
木
英
史
・
住
吉
良
人
・
関
寛
治
・
高
木
惣
吉
・
田
尻
愛
義
・
高
木
友
三
郎
・
谷
本
圭
介
・
田
島
信
雄
・
田
中
勇
・
土
居
明
夫
・
内
藤
智
秀
・
難
波
田
春
夫
・
中
山
治
一
・
西
田
勲
・
西
田
毅
・
畑
中
政
春
・
半
谷
高
雄
・
畑
田
重
夫
・
原
覚
天
・
広
井
大
三
・
肥
後
和
男
・
日
比
野
正
明
・
広
瀬
善
男
・
藤
瀬
五
郎
・
星
野
清
・
本
田
弘
敏
・
春
木
猛
・
松
葉
秀
文
・
水
飼
幸
之
助
・
三
潴
信
吾
・
牧
内
正
男
・
元
川
房
三
・
前
芝
確
三
・
村
瀬
興
雄
・
松
本
三
郎
・
宮
崎
繁
樹
・
三
宅
正
樹
・
山
口
一
之
・
安
岡
正
篤
・
横
尾
和
歌
子
・
吉
原
恒
雄
・
渡
辺
誠
毅
・
江
須
淮
・
逸
名
氏
（
八
名
）〕
二
六－
五
〇
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
王
国
「
ネ
パ
ー
ル
」
の
現
情
〔
神
原
達
〕
五
一－
五
六
在
墺
・
独
三
年
の
帰
朝
報
告
（
一
）
現
地
に
見
た
西
ド
イ
ツ
第
一
部
西
ド
イ
ツ
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
〔
三
宅
正
樹
〕
五
七－
六
八
世
界
経
済
展
望
六
九－
七
五
資
料
日
韓
条
約
（
一
九
六
五
年
六
月
二
二
日
調
印
）
七
六－
八
八
新
刊
書
評
田
村
幸
策
著
『
ソ
ビ
エ
ト
外
交
史
研
究
』
八
九－
八
九
資
料
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
五
万
増
加
の
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
記
者
会
見
（
全
文
）（
一
九
六
五
年
七
月
二
八
日
）
九
〇－
九
六
資
料
ウ
・
タ
ン
ト
国
連
事
務
総
長
あ
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
書
簡
文
（
一
九
六
五
年
七
月
二
八
日
付
）
九
六－
九
六
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三
一
第
一
〇
二
二
号
一
九
六
五
年
九
月
号
巻
頭
言
米
の
「
ベ
ト
ナ
ム
白
書
」
戦－
中
間
選
挙
を
前
に
〔
武
内
文
彬
〕
一－
一
特
別
寄
稿
戦
後
二
十
年
の
ド
イ
ツ
問
題
と
米
ソ
対
立
の
歴
史
的
変
遷
〔
ウ
エ
ル
ナ
ー
・
コ
ン
ツ
ェ
（
三
宅
正
樹
訳
）〕
二－
二
〇
核
停
止
条
約
後
二
年
〔
斎
藤
忠
〕
二
一－
三
二
日
米
航
空
協
定
改
定
問
題
航
空
協
定
の
本
質
に
つ
い
て
〔
藤
島
宇
宙
〕
三
三－
四
一
日
米
航
空
協
定
の

不
平
等
性
－
須
ら
く
協
定
は
破
棄
す
べ
し
破
棄
こ
そ
最
良
の
外
交
交
渉
〔
三
好
貞
雄
〕
四
二－
五
七
沖
縄
の
現
地
を
観
て
〔
安
井
謙
〕
五
八－
六
四
佐
藤
総
理
大
臣
の
沖
縄
に
於
け
る
声
明
と
挨
拶
六
四－
六
七
日
韓
問
題
と
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
〔
宇
都
宮
徳
馬
〕
六
八－
七
三
日
韓
条
約
批
准
問
題
韓
日
条
約
批
准
の
不
手
際
を
衝
く
〔
金
三
奎
〕
七
四－
七
七
韓
日
関
係
は
今
後
如
何
に
あ
る
べ
き
か
〔
権
逸
〕
七
七－
八
二
韓
日
条
約
批
准
反
対
の
真
相
〔
康
玄
哲
〕
八
二－
八
七
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
独
立
と
東
南
亜
の
華
僑－
独
立
の
背
景
分
析
を
中
心
と
し
て
〔
王
瑜
〕
八
八－
九
二
ナ
ホ
ト
カ
印
象
記
〔
萩
原
康
則
〕
九
三－
九
八
在
欧
三
年
の
帰
朝
報
告
（
二
）
現
地
に
見
た
西
ド
イ
ツ
第
二
部
西
ド
イ
ツ
の
市
民
生
活
〔
三
宅
正
樹
〕
九
九－
一
〇
八
資
料
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
米
軍
の
実
態
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
三
二
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－ラ
ス
ク
国
務
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
両
長
官
の
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
六
五
年
八
月
九
日
）
一
〇
九－
一
二
〇
第
一
〇
二
三
号
一
九
六
五
年
一
〇
・
一
一
月
号
巻
頭
言
今
日
こ
そ
「
国
連
革
新
」
の
時
〔
武
内
文
彬
〕
三－
三
新
生
国
家
に
お
け
る
革
命
の
類
型
学
〔
浦
野
起
央
〕
四－
二
二
日
本
の
政
治
の
動
向
〈
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
一
九
六
五
年
一
〇
月
号
掲
載
元
原
稿
〉〔
岸
信
介
〕
二
三－
三
一
国
民
運
動
と
日
韓
条
約
批
准
問
題
〔
賀
屋
興
宣
〕
三
二－
三
九
宇
都
宮
徳
馬
代
議
士
に
寄
す－
自
由
主
義
者
の
本
質
と
日
本
外
交
の
根
本
理
念
を
問
う
〔
山
本
勝
市
〕
四
〇－
四
五
日
米
不
平
等
条
約
特
集
そ
の
二
公
海
自
由
の
原
則
を
貫
き
不
平
等
是
正
に
一
歩
一
歩
進
も
う
〔
浜
地
文
平
〕
四
六－
四
七
日
米
加
漁
業
条
約
の
不
平
等
性
〔
浅
野
長
光
〕
四
八－
五
四
日
米
友
好
通
商
航
海
条
約－
そ
の
主
要
規
定
の
現
代
的
意
義
〔
菊
地
正
〕
五
五－
六
一
印
パ
戦
争
七
つ
の
遺
産
〔
江
頭
数
馬
〕
六
二－
七
一
批
准
直
後
の
韓
国
を
訪
ね
て－
日
本
の
ア
ジ
ア
外
交
を
想
う
〔
関
戸
辰
蔵
〕
七
二－
七
六
中
ソ
論
争
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
の
立
場
〔
木
村
哲
三
郎
〕
七
七－
八
五
中
共
の
対
「
ベ
ト
ナ
ム
」
戦
略－
そ
の
綜
合
的
・
立
体
的
解
明
〔
太
田
勝
洪
〕
八
六－
九
六
ホ
ー
・
チ
ミ
ン
を
め
ぐ
る
暗
闘
〔
岡
本
順
一
〕
九
七－
一
〇
〇
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
は
自
由
な
道
が
開
け
て
い
る－
そ
の
社
会
文
化
史
的
経
験
〔
大
島
忠
雄
〕
一
〇
一－
一
一
一
在
欧
三
年
の
帰
朝
報
告
（
三
）
現
地
に
見
た
西
ド
イ
ツ
第
三
部
西
ド
イ
ツ
の
言
論
界
〔
三
宅
正
樹
〕
一
一
二－
一
二
〇
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三
三
第
一
〇
二
四
号
一
九
六
六
年
一
月
号
巻
頭
言
天
・
人
共
に
許
さ
ざ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
悲
劇
〔
斎
藤
忠
〕
四－
五
毛
沢
東
革
命
路
線
の
理
論
と
現
実
〔
小
林
多
加
士
〕
六－
一
九
米
中
必
戦
論－
一
九
六
六
年
は
米
・
中
激
突
必
至
の
歳
〔
石
原
広
一
郎
〕
二
〇－
二
五
日
韓
条
約
は
ど
う
し
て
作
ら
れ
た
か
〔
大
平
正
芳
〕
二
六－
三
一
外
交
論
議
と
国
会
〔
木
下
広
居
〕
三
二－
三
九
孫
中
山
伝
記
（
一
）〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
四
〇－
四
七
随
想
新
年
の
創
造
的
英
知－
世
界
国
家
へ
〔
武
内
文
彬
〕
四
八－
四
八
新
生
国
家
群
の
動
向
分
析
（
一
）
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
胎
動
の
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
過
程
〔
浦
野
起
央
〕
四
九－
七
〇
資
料
包
括
的
核
実
験
停
止
条
約
に
関
す
る
フ
オ
ス
タ
ー
米
代
表
の
演
説
訳
文
（
一
九
六
五
年
一
一
月
二
五
日
国
連
総
会
政
治
委
員
会
）
七
〇－
七
一
ス
タ
ー
リ
ン
・
ポ
ツ
ダ
ム
・
ド
イ
ツ
〔
佐
瀬
昌
盛
〕
七
二－
八
二
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
産
業
開
発
と
化
学
工
業
の
発
展
〔
近
藤
一
衛
〕
八
三－
九
六
オ
ラ
ン
ダ－
小
さ
な
一
流
国
〔
喜
多
村
和
之
〕
九
七－
一
〇
七
ア
フ
リ
カ
を
遍
歴
し
て－
新
生
ザ
ン
ビ
ア
を
訪
れ
た
最
初
の
日
本
未
婚
女
性
〔
野
田
み
ど
り
〕
一
〇
八－
一
一
二
第
一
〇
二
五
号
一
九
六
六
年
二
月
号
巻
頭
言
中
共
軍
事
介
入
の
可
能
性
〔
斎
藤
忠
〕
一－
一
日
ソ
外
交
の
新
展
開
〔
牧
内
正
男
〕
二－
五
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
三
四
165
日
本
の
海
外
技
術
協
力
〔
渋
沢
信
一
〕
六－
一
一
政
党
員
の
言
論
の
自
由
に
つ
い
て
〔
山
本
勝
市
〕
一
二－
一
六
大
国
主
義
と
民
族
国
家
と
の
対
立
時
代－
世
界
は
統
合
化
か
分
極
化
か
〔
高
木
友
三
郎
〕
一
七－
二
〇
素
人
外
相
論－
附
・
外
交
に
予
算
を
お
し
む
愚
を
論
ず
る
〔
石
橋
貞
男
〕
二
一－
三
一
日
米
通
商
条
約
に
お
け
る
商
事
仲
裁
条
項
と
日
米
貿
易
仲
裁
協
定
及
び
仲
裁
規
則
と
の
関
係
〔
菊
地
正
〕
三
二－
三
八
新
生
国
家
群
の
動
向
分
析
（
二
）
中
東
に
お
け
る
政
治
力
学
と
展
開
の
類
型
（
上
）〔
浦
野
起
央
〕
三
九－
四
六
中
ソ
論
争
と
キ
ュ
ー
バ－
キ
ュ
ー
バ
危
機
以
後
露
呈
し
た
中
ソ
論
争
と
カ
ス
ト
ロ
政
権
〔
今
村
之
治
〕
四
七－
五
四
資
料
ア
ジ
ア
国
会
議
員
連
合
第
一
回
総
会
〈
共
同
声
明
他
〉
五
五－
六
七
資
料
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
再
開
に
関
す
る
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
声
明
全
文
（
一
九
六
六
年
一
月
三
一
日
）
六
八－
六
九
資
料
ラ
ス
ク
国
務
長
官
記
者
会
見
（
全
文
・
一
九
六
六
年
一
月
二
一
日
）
六
九－
七
三
二
十
世
紀
が
忘
れ
て
い
る
パ
プ
ア
〔I.S.M
arino
〕
七
四－
七
六
孫
中
山
伝
記
（
二
）〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
七
七－
八
四
在
欧
三
年
の
帰
朝
報
告
（
四
）
現
地
に
見
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
一
部
永
世
中
立
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
成
立
〔
三
宅
正
樹
〕
八
五－
九
六
第
一
〇
二
六
号
一
九
六
六
年
三
月
号
Ipropose
to
establish
a
clear-cutnationaldefence
force
in
Japan
〔Sadao
M
iyoshi
〕
四－
五
主
張
国
防
省
・
国
防
軍
創
設
の
急
務
〔
三
好
貞
雄
〕
六－
七
日
本
が
当
面
す
る
最
大
の
問
題－
祖
国
防
衛
の
大
事
〔
斎
藤
忠
〕
八－
二
三
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三
五
明
治
国
防
政
策
史
の
考
察－
「
帝
国
国
防
方
針
」
と
佐
藤
鉄
太
郎
の
国
防
理
論
〔
伊
藤
皓
文
〕
二
四－
三
五
資
料
第
三
次
防
衛
力
整
備
計
画
に
関
す
る
防
衛
生
産
委
員
会
の
要
望
意
見
三
六－
三
八
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
中
共
の
出
方
〔
土
居
明
夫
〕
三
九－
四
二
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
再
建
の
道
〔
斎
藤
栄
三
郎
〕
四
三－
四
七
ナ
セ
ル
大
統
領
会
見
記
〔
長
谷
川
峻
〕
四
八－
五
一
二
十
三
回
ソ
連
共
産
党
大
会
を
迎
え
る
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
コ
ス
イ
ギ
ン
新
指
導
部
〔
佐
野
真
〕
五
二－
五
八
ソ
連
新
政
権
外
交
の
基
調
と
動
向
〔
萩
原
康
則
〕
五
九－
六
六
新
生
国
家
群
の
動
向
分
析
（
三
）
中
東
に
お
け
る
政
治
力
学
と
展
開
の
類
型
（
下
）〔
浦
野
起
央
〕
六
七－
八
五
中
共
の
チ
ベ
ッ
ト
併
合
始
末
記
〔
森
久
夫
〕
八
六－
九
一
特
別
寄
稿
日
露
戦
争
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
抗
露
親
日
運
動
〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｊ
・
レ
ル
ス
キ
（
横
尾
和
歌
子
訳
）〕
九
二－
一
〇
八
第
一
〇
二
七
号
一
九
六
六
年
四
月
号
Editorial:
A
Rule
and
Lim
itofD
iplom
atic
D
ebates
m
ustalso
be
observed
by
the
O
pposition
Party
〔Sadao
M
iyoshi
〕
三－
五
巻
頭
言
政
権
を
と
っ
た
社
会
主
義
政
党
と
永
久
に
政
権
を
と
れ
な
い
社
会
主
義
政
党
－
野
党
の
外
交
論
議
の
限
界
に
つ
い
て
〔
三
好
貞
雄
〕
六－
七
三
た
び
ア
ジ
ア
国
家
連
合
の
結
成
を
提
唱
す
る－
ア
ジ
ア
文
明
の
建
設
を
目
標
と
し
て
〔
廣
田
洋
二
〕
八－
二
九
特
集
国
防
軍
創
設
の
急
務
各
国
の
国
防
機
構
〔
加
藤
陽
三
〕
三
〇－
三
七
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
三
六
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総
帥
機
関
の
創
設
こ
そ
先
決
問
題
〔
渡
辺
渡
〕
三
八－
四
〇
経
済
外
交
と
そ
の
効
果－
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
〔
今
井
勝
郎
〕
四
一－
四
六
ド
イ
ツ
問
題
の
行
方
〔
朝
広
正
利
〕
四
七－
五
六
外
交
の
主
導
権
は
誰
が
握
る
べ
き
か－
外
務
省
の
機
構
拡
大
強
化
論
〔
石
橋
貞
男
〕
五
七－
六
七
新
生
国
家
群
の
動
向
分
析
（
四
）
Ａ
・
Ａ
諸
国
の
登
場
と
結
集
を
め
ぐ
る
動
向
（
上
）〔
浦
野
起
央
〕
六
八－
七
六
在
欧
三
年
の
帰
朝
報
告
（
五
）
現
地
に
見
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
二
部
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
保
守
・
革
新
の
連
立
〔
三
宅
正
樹
〕
七
七－
八
七
特
別
寄
稿
第
二
次
世
界
大
戦
史
の
一
考
察－
史
料
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
東
西
の
両
局
面
の
統
一
的
把
握
〔
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
イ
エ
ッ
ケ
ル
（
三
宅
正
樹
訳
・
解
説
）〕
八
八－
一
〇
〇
資
料
一
九
五
九
年
チ
ベ
ッ
ト
国
民
ラ
サ
蜂
起
七
周
年
記
念
日
－
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
声
明
文
（
一
九
六
六
年
三
月
一
〇
日
）（
全
文
）〔
森
久
夫
訳
・
解
説
〕
一
〇
一－
一
〇
一
イ
エ
ッ
ケ
ル
論
文
原
文
一
〇
三－
一
一
六
第
一
〇
二
八
号
一
九
六
六
年
五
月
号
Editorial:
The
D
ietm
ustnow
be
dissolved
〔Sadao
M
iyoshi
〕
四－
五
主
張
進
ん
で
国
会
を
解
散
す
べ
し
〔
三
好
貞
雄
〕
六－
七
沖
縄
防
衛
と
施
政
権
返
還
問
題－
運
命
共
同
体
意
識
に
つ
い
て
日
本
国
民
に
訴
う
〔
大
田
政
作
〕
八－
二
六
特
集
国
防
軍
創
設
の
急
務
日
本
の
外
交
と
国
防
問
題
に
つ
い
て
〔
谷
川
和
穂
〕
二
七－
三
四
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三
七
軍
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
安
全
保
障
〔
桃
井
真
〕
三
五－
四
一
資
料
国
防
問
題
を
ど
う
考
え
る
か－
世
論
調
査
は
国
防
意
識
の
漸
増
を
示
す
四
九－
五
六
資
料
東
南
ア
ジ
ア
開
発
閣
僚
会
議－
各
国
の
反
響
・
各
紙
の
論
調
を
観
る
四
二－
四
七
書
評
日
本
国
際
連
合
協
会
訳
編
『
国
際
連
合
二
〇
年
の
歩
み
』
四
八－
四
八
マ
マ
資
料
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
友
好
新
条
約－
仮
装
敵
国
の
変
化
日
本
よ
り
中
国
へ
五
七－
五
九
孫
中
山
伝
記
（
三
）〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
六
〇－
七
〇
新
生
国
家
群
の
動
向
分
析
（
五
）
Ａ
・
Ａ
諸
国
の
登
場
と
結
集
を
め
ぐ
る
動
向
（
下
）〔
浦
野
起
央
〕
七
一－
七
八
資
料
中
共
・
新
河
川
法
を
制
定－
中
・
ソ
国
境
紛
争
更
に
激
化
か
七
九－
八
〇
日
本
現
代
史
へ
の
一
視
角
（
上
）－
政
戦
両
略
の
考
察
〔
角
田
順
〕
八
一－
一
〇
〇
角
田
論
文
英
文
一
〇
一－
一
〇
六
第
一
〇
二
九
号
一
九
六
六
年
六
月
号
主
張
非
核
武
装
国
連
盟
の
結
成
を
提
唱
す
る
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
五
Editorial:
A
Proposalforan
A
lliance
w
ith
N
on-N
uclearPow
ers
〔Sadao
M
iyoshi
〕
核
時
代
に
お
け
る
日
本
の
防
衛
〔
田
中
直
吉
〕
八－
二
一
国
連
軍
と
日
本－
最
近
の
国
防
論
議
に
関
連
し
て
〔
関
野
昭
一
〕
二
二－
三
一
ゲ
リ
ラ
戦
争
戦
略
と
中
ソ
対
立
〔
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
イ
ケ
ル
（
岡
本
順
一
訳
）〕
三
二－
三
六
東
は
西
・
西
は
東－

ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
自
身
の
問
題
で
も
あ
る

〔
Ｊ
・
Ｄ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
（
大
谷
正
義
訳
）〕
三
七－
四
一
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
三
八
161
資
料
中
共
の
第
三
回
核
実
験
に
関
す
る
各
国
の
反
響
・
各
紙
の
論
調
を
観
る
四
二－
四
五
資
料
ベ
ト
ナ
ム
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
日
誌
－
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
成
立
後
の
米
国
を
中
心
と
し
て
〔
本
社
編
集
部
〕
四
六－
五
三
日
米
租
税
条
約
の
再
考
察－
そ
の
基
本
原
則
と
諸
修
正
条
項
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
〔
菊
地
正
〕
五
四－
六
五
チ
ベ
ッ
ト
は
ど
う
し
て
中
共
に
奪
わ
れ
た
か－
亡
命
先
イ
ン
ド
よ
り
日
本
国
民
に
寄
す
〔
Ｔ
・
タ
ク
ラ
ー
〕
六
六－
六
九
奇
蹟
の
国
イ
ス
ラ
エ
ル
で－
新
し
い
世
界
観
を
産
ん
だ
、
キ
ブ
ツ
〔
手
塚
信
吉
〕
七
〇－
七
六
随
筆
孫
文
阿
部
政
務
局
長
ビ
ハ
リ
・
ラ
ス
・
ボ
ー
ス
〔
海
妻
玄
彦
〕
七
七－
八
一
随
筆
東
条
さ
ん
を
私
邸
に
訪
ね
て
〔
渡
辺
渡
〕
八
一－
八
二
随
筆
鹿
島
守
之
助
先
生
へ－
新
ら
し
い
無
限
の
明
日
が
あ
る
〔
武
内
文
彬
〕
八
三－
八
九
随
筆
イ
タ
リ
ー
勲
章
に
輝
く
鹿
島
卯
女
夫
人
〔
宮
坂
陽
子
〕
八
九－
八
九
日
本
現
代
史
へ
の
一
視
角
（
下
）－
政
戦
両
略
の
考
察
〔
角
田
順
〕
九
〇－
一
〇
二
第
一
〇
三
〇
号
一
九
六
六
年
七
月
号
巻
頭
言
日
本
の
安
全
保
障
に
関
す
る
中
間
報
告
（
自
民
党
）
を
読
ん
で
〔
三
好
貞
雄
〕
四－
五
Editorial:
O
n
the
“Interm
ediate
Report”
Concerning
N
ationalSecurity
Prepared
by
the
Liberal-D
em
ocratic
Party
〔Sadao
M
iyoshi
〕
六－
七
ソ
連
の
現
代
外
交
政
策
を
論
ず
〔
尾
上
正
男
〕
八－
二
八
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
革
命
を
覗
く－
電
子
計
算
機
と
Ｏ
Ｒ
と
政
策
決
定
〔
福
島
康
人
〕
二
九－
三
五
ロ
ー
デ
シ
ア
問
題
の
由
来
〔
内
藤
智
秀
〕
三
六－
四
〇
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三
九
新
刊
紹
介
長
谷
川
峻
著
『
米
ソ
を
相
手
に－
国
民
的
利
益
を
も
と
め
て
』〔
高
橋
武
彦
〕
四
一－
四
一
資
料Containm
entPolicy
―
―

せ
き
と
め
政
策

の
真
意
義
四
二－
四
三
資
料
中
共
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
四
四－
四
五
資
料
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
協
力
の
た
め
の
閣
僚
会
議
に
関
す
る
各
国
の
反
響
四
六－
五
一
資
料
自
由
民
主
党
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査
会
「
わ
が
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
中
間
報
告
」
（
一
九
六
六
年
六
月
二
二
日
・
全
文
）
五
二－
六
〇
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
終
戦
時
の
日
本
人－
そ
こ
に
は
日
本
人
の
汗
と
涙
と
血
が
〔
春
日
行
雄
〕
六
一－
六
八
特
集
落
花
流
水
資
料
解
説
明
石
復
命
書－
落
花
流
水
〔
稲
葉
正
夫
〕
七
〇－
七
〇
原
本
表
紙
七
一－
七
一
防
衛
庁
戦
史
室
所
蔵
本
写
真
七
二－
七
二
明
石
元
二
郎
大
将
遺
稿
『
落
花
流
水
』（
全
文
）
七
三－
一
〇
〇
諜
報
史
上
よ
り
見
た
る
日
露
戦
争
－
と
く
に
明
石
元
二
郎
大
将
遺
稿
『
落
花
流
水
』
を
中
心
と
し
て
〔
黒
羽
茂
〕
一
〇
一－
一
一
二
ColonelA
kashi’s
Intelligence
Service
and
H
is
W
ork
in
the
Russo-Japanese
W
ar
〔Shigeru
K
uroha
〕
一
一
五－
一
一
八
第
一
〇
三
一
号
一
九
六
六
年
八
月
号
特
集
中
共
政
権
の
解
剖
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
四
〇
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主
張
「
政
経
分
離
」
を
止
揚
し
て
『
外
交
権
』
を
確
立
せ
よ
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
五
Editorial:
Politics
and
Econom
y
to
be
Integrated
forD
iplom
acy
〔Sadao
M
iyoshi
〕
六－
七
中
共
の
文
化
革
命
と
ソ
連
の
「
フ
」
路
線－
う
つ
り
ゆ
く
共
産
圏
（
分
極
化
）〔
山
田
久
就
〕
八－
一
一
中
共
の
外
交
政
策－
暴
力
世
界
革
命
の
方
略
〔
斎
藤
忠
〕
一
二－
一
八
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
観
の
発
展
系
譜
と
毛
沢
東
学
習
運
動
－
革
命
理
論
の
深
化
と
新
共
産
主
義
移
行
論
〔
小
林
多
加
士
〕
一
九－
二
九
中
国
の
国
境
紛
争
と
国
際
政
治
（
一
）〔
大
畑
篤
四
郎
〕
三
〇－
四
三
中
共
の
軍
隊－
そ
の
思
想
と
指
導
原
則
〔
チ
ャ
ル
マ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
横
尾
和
歌
子
訳
）〕
四
四－
五
〇
中
共
「
文
化
大
革
命
」
の
実
態
を
さ
ぐ
る
〔
藤
井
彰
治
〕
五
一－
五
八
参
考
資
料
整
風
・
文
化
大
革
命
の
経
過
五
九－
五
九
解
放
軍
の
学
習
運
動
と
人
民
戦
争
論
〔
上
別
府
親
志
〕
六
〇－
六
七
中
共
の
核
開
発
と
経
済
的
諸
問
題
〔
前
田
寿
夫
〕
六
八－
七
八
中
国
の
農
業
問
題
〔
蔵
居
良
造
〕
七
九－
八
四
中
共
の
工
業
化
の
現
状
と
将
来－
「
一
窮
二
白
」
と
工
業
化
〔
土
井
章
〕
八
五－
九
〇
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
中
共
の
態
度
〔
浦
野
起
央
〕
九
一－
一
〇
五
孫
中
山
伝
記
（
四
）〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
一
〇
六－
一
一
四
内
側
か
ら
見
た
新
中
国
〔
淡
三
郎
〕
一
一
五－
一
二
六
資
料
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ラ
ム
ナ
イ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
対
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
演
説
「
太
平
洋
勢
力
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
」（
一
九
六
六
年
七
月
一
二
日
）
一
二
七－
一
二
九
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四
一
最
近
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
〔
貞
本
尚
〕
一
三
〇－
一
三
三
第
一
〇
三
二
号
一
九
六
六
年
九
月
号
巻
頭
言
佐
藤
・
西
尾
会
談
の
意
味
す
る
も
の
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
三
Editorial:
Sato-N
ishio
Conference
〔Sadao
M
iyoshi
〕
四－
四
日
韓
経
済
提
携
の
要
諦－
対
韓
経
済
協
力
は
開
発
輸
入
に
重
点
を
指
向
す
べ
き
で
あ
る
〔
中
谷
忠
治
〕
五－
一
九
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
成
立
史－
ソ
連
と
日
本
と
民
国
の
間
の
外
蒙
古
〔
後
藤
富
男
〕
二
〇－
三
三
通
商
航
海
条
約
・
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
に
関
す
る
研
究
（
一
）〔
菊
地
正
〕
三
四－
四
三
孫
中
山
伝
記
（
五
）〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
四
四－
五
三
中
国
の
国
境
紛
争
と
国
際
政
治
（
二
）〔
大
畑
篤
四
郎
〕
五
四－
六
〇
武
器
な
き
戦
い－
ベ
ト
ナ
ム
農
村
に
お
け
る
米
国
の
非
戦
闘
員
〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｋ
・
タ
ン
ハ
ム
（
坂
本
忠
次
訳
）〕
六
一－
七
五
内
側
か
ら
見
た
新
中
国
〔
淡
三
郎
〕
七
六－
八
八
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
独
立
運
動
の
実
態
と
布
引
丸
事
件
の
真
相
（
上
）〔
黒
羽
茂
〕
八
九－
九
六
書
評
Ｄ
・
Ｍ
・
ア
ブ
シ
ャ
ー
、
Ｒ
・
Ｖ
・
ア
レ
ン
著
『
国
家
の
安
全
保
障
』〔
浦
野
起
央
〕
九
七－
九
八
書
評
斎
藤
栄
三
郎
著
『
占
領
下
の
日
本－
戦
後
二
十
年
の
証
言
』〔
浦
野
起
央
〕
九
八－
九
八
書
評
リ
ー
ヒ
ヤ
ル
ト
・
レ
ー
ヴ
ェ
ン
タ
ー
ル
著
『
国
際
共
産
主
義－
モ
ス
ク
ワ
・
北
京
・
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
』〔
小
林
多
加
士
〕
九
九－
九
九
資
料
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
九
月
三
〇
日
ク
ー
デ
タ
ー
特
別
軍
事
裁
判
公
判
記
録
抜
萃
一
〇
〇－
一
一
五
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
四
二
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第
一
〇
三
三
号
一
九
六
六
年
一
〇
月
号
巻
頭
言
パ
ー
ル
博
士
を
迎
え
て
太
平
洋
戦
争
再
吟
味
の
時
来
る
〔
三
好
貞
雄
〕
四－
四
Editorial:
The
PalJudgem
ent-N
ow
a
H
igh
Tim
e
to
ReconsiderResults
ofthe
Pacific
W
ar
〔Sadao
M
iyoshi
〕
五－
五
パ
ー
ル
博
士
履
歴
六－
六
清
瀬
一
郎
宛
パ
ー
ル
博
士
メ
ッ
セ
ー
ジ
七－
七
パ
ー
ル
博
士
を
迎
え
て
そ
の
業
蹟
を
讚
う
〔
清
瀬
一
郎
〕
八－
一
二
パ
ー
ル
判
決
の
意
義
〔
田
岡
良
一
〕
一
三－
一
六
パ
ー
ル
博
士
と
東
京
裁
判
〔
一
又
正
雄
〕
一
七－
二
五
パ
ー
ル
博
士
会
見
記－
一
四
年
前
カ
ル
カ
ッ
タ
の
自
邸
に
て
〔
長
谷
川
峻
〕
二
六－
二
九
パ
ー
ル
判
決
書
と
昭
和
史
〔
角
田
順
〕
三
〇－
三
五
パ
ー
ル
博
士
と
世
界
連
邦
〔
田
中
正
明
〕
三
六－
三
九
平
和
部
隊
の
発
展
の
た
め
に－
日
本
青
年
海
外
協
力
隊
の
現
状
と
問
題
点
〔
末
次
一
郎
〕
四
〇－
五
〇
通
商
航
海
条
約
・
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
に
関
す
る
研
究
（
二
）〔
菊
地
正
〕
五
一－
五
七
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
独
立
運
動
の
実
態
と
布
引
丸
事
件
の
真
相
（
下
）〔
黒
羽
茂
〕
五
八－
六
五
武
器
な
き
戦
い
（
二
）－
ベ
ト
ナ
ム
の
平
和
部
隊
ヴ
ィ
ン
・
ビ
ン
省
に
て
〔
Ｗ
・
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
ネ
〕
六
六－
七
六
書
評
現
代
ア
ジ
ア
社
会
思
想
研
究
会
編
『
ア
ジ
ア
社
会
の
近
代
化
と
価
値
体
系
』〔
浦
野
起
央
〕
七
七－
七
七
続
・
続
「
内
側
か
ら
見
た
新
中
国
」〔
淡
三
郎
〕
七
八－
八
五
資
料
チ
ベ
ッ
ト
の
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
プ
江
の
架
橋
に
つ
い
て
の
観
察
〔
矢
野
光
二
〕
八
六－
八
七
156
『
外
交
時
報
』
総
目
次－
戦
後
編
㈡
四
三
資
料
中
共
文
化
革
命
批
判－
進
歩
的
文
化
遺
産
の
継
承
は
必
要
プ
ラ
ウ
ダ
所
載
論
文
八
八－
八
九
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ク
ー
デ
タ
ー
の
真
相
（
上
）－
Ｐ
Ｋ
Ｉ
の
活
動
と
そ
の
滲
透
力
〔U
tuson
M
elayu
紙
掲
載
〕
九
〇－
一
〇
六
第
一
〇
三
四
号
一
九
六
六
年
一
一
月
号
巻
頭
言
毛
沢
東
に
与
う
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
四
Editorial:
To
M
r.M
ao
Tse-tung
〔Sadao
M
iyoshi
〕
五－
六
最
近
の
西
ド
イ
ツ
外
交
に
つ
い
て－
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
外
交
か
ら
エ
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
外
交
へ
〔
鹿
島
守
之
助
〕
七－
二
〇
核
戦
略
下
に
お
け
る
有
事
駐
留
論
〔
永
末
英
一
〕
二
一－
二
八
自
民
党
よ
、
政
治
の
姿
勢
を
正
せ－
自
己
防
衛
は
国
民
の
声
〔
永
山
忠
則
〕
二
九－
三
四
国
際
綿
連
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
出
席
し
て
〔
有
田
円
二
〕
三
五－
三
八
通
商
航
海
条
約
・
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
に
関
す
る
研
究
（
三
）〔
菊
地
正
〕
三
九－
四
四
孫
中
山
伝
記
（
六
）〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
四
五－
四
九
資
料
日
本
を
ど
う
み
て
る
か－
日
本
の
外
交
的
役
割
五
〇－
五
二
資
料
国
連
総
会
に
お
け
る
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
米
大
使
演
説
全
文
（
一
九
六
六
年
九
月
二
二
日
）
五
三－
五
七
資
料
全
米
論
説
記
者
会
議
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
演
説
（
全
文
）（
一
九
六
五
年
一
〇
月
七
日
）
五
八－
六
〇
武
器
な
き
戦
い
（
三
）－
フ
ー
・
ボ
ン
省
に
て
〔
ア
ー
ル
・
Ｊ
・
ヤ
ン
グ
〕
六
一－
七
六
続
・
続
・
続
「
内
側
か
ら
見
た
新
中
国
」〔
淡
三
郎
〕
七
七－
八
九
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ク
ー
デ
タ
ー
の
真
相
（
下
）－
九
月
三
〇
日
深
更
か
ら
失
敗
の
日
ま
で
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
四
四
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〔U
tuson
M
elayu
紙
掲
載
〕
九
〇－
一
〇
七
第
一
〇
三
五
号
一
九
六
六
年
一
二
月
号
巻
頭
言
再
び
非
核
武
装
国
連
盟
を
提
唱
す
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
三
Proposing
A
gain
a
N
on-N
uclearPow
erA
lliance
〔Sadao
M
iyoshi
〕
四－
四
毛
沢
東
の
国
内
・
国
際
路
線
の
推
進－
中
共
の
文
化
大
革
命
と
紅
衛
兵
の
本
質
〔
廣
田
洋
二
〕
五－
二
五
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
ア
ジ
ア
の
か
け
橋
〔
千
葉
三
郎
〕
二
六－
二
八
毛
沢
東
の
思
い
出
〔
野
田
武
夫
〕
二
九－
三
一
椎
名
外
相
を
勤
務
評
定
す
れ
ば
〔
宮
村
文
雄
〕
三
二－
三
九
燃
料
革
命
と
日
本
の
国
際
的
地
位－
激
動
す
る
東
西
両
陣
営
の
陣
容
〔
延
島
英
一
〕
四
〇－
五
五
マ
ニ
ラ
会
議
と
ベ
ト
ナ
ム
問
題
〔
牧
内
正
男
〕
五
六－
六
三
資
料
マ
レ
ー
シ
ア
国
家
元
首
主
催
夕
食
会
で
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
演
説
（
全
文
）
（
一
九
六
六
年
一
〇
月
三
〇
日
）
六
四－
六
五
辺
境
国
家
モ
ン
ゴ
ル
の
課
題－
ラ
テ
ィ
モ
ア
『
モ
ン
ゴ
ル
』
を
読
み
て
〔
浦
野
起
央
〕
六
六－
六
八
ア
ジ
ア
の
革
命
児
プ
ラ
タ
ッ
プ
君
の
思
い
出
〔
今
里
準
太
郎
〕
六
九－
七
三
武
器
な
き
戦
い
（
四
）－
ク
オ
ン
・
ナ
ム
省
〔
ウ
イ
リ
ア
ム
・
Ａ
・
ナ
イ
ス
ウ
ォ
ン
ガ
ー
〕
七
四－
九
三
第
一
〇
三
六
号
一
九
六
七
年
一
月
号
巻
頭
言
総
選
挙
の
争
点
は
日
本
の
防
衛
問
題
と
せ
よ
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
三
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四
五
Editorial:
D
efense
ofJapan
to
be
the
Issue
forthe
G
eneralElection
〔Sadao
M
iyoshi
〕
四－
四
日
本
外
交
史
上
に
お
け
る
陸
奥
宗
光
の
地
位
〔
田
村
幸
策
〕
五－
一
五
中
共
の
核
実
験
と
我
国
の
態
度
〔
高
瀬
伝
〕
一
六－
一
七
新
国
際
通
貨
問
題
の
行
方－
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て
〔
長
谷
川
光
太
郎
〕
一
八－
二
三
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
文
脈
〈
一
〉〔
浦
野
起
央
〕
二
四－
三
三
孫
中
山
伝
記
〈
七
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
三
四－
三
八
中
共
を
裸
に
す
る
〔
淡
三
郎
〕
三
九－
四
九
中
共
内
部
の
権
力
闘
争
を
衝
く－
文
化
大
革
命
及
び
紅
衛
兵
の
実
体
〔
黄
洋
〕
五
〇－
五
三
中
ソ
国
境
の
緊
張
と
対
立
〈
一
〉〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｎ
・
パ
タ
ー
ソ
ン
（
坂
本
忠
次
訳
）〕
五
四－
六
一
随
想
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
に
し
て
〔
向
後
英
一
〕
六
二－
六
五
資
料
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
創
立
総
会
に
お
け
る
フ
ァ
ウ
ラ
ー
米
財
務
長
官
の
演
説
〈
一
九
六
六
年
一
一
月
二
四
日
〉
六
六－
六
八
資
料
外
人
記
者
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
ユ
ー
ジ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
米
大
統
領
顧
問
の
演
説
六
九－
七
二
資
料
東
南
ア
ジ
ア
農
業
開
発
会
議
〈
一
九
六
六
年
一
二
月
六
日
〜
八
日
〉
佐
藤
総
理
大
臣
演
説
七
三－
七
四
三
木
外
務
大
臣
挨
拶
七
四－
七
四
共
同
声
明
七
五－
七
五
キ
ュ
ー
バ
・
カ
ス
ト
ロ
革
命－
国
際
政
治
か
ら
み
た
総
合
研
究
〈
一
〉〔
今
村
之
治
〕
七
六－
八
六
通
商
条
約
・
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
に
関
す
る
研
究
〈
四
〉〔
菊
地
正
〕
八
七－
九
一
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
四
六
153
第
一
〇
三
七
号
一
九
六
七
年
二
月
号
巻
頭
言
三
度
び
非
核
武
装
国
連
盟
を
提
唱
し
三
木
外
相
の
「
非
核
外
交
推
進
」
に
期
待
す
る
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
四
日
米
安
保
条
約
の
期
限
到
来
と
沖
縄
の
施
政
権
返
還
〔
大
田
政
作
〕
五－
一
六
国
防
と
外
交
と
は
総
選
挙
の
基
本
争
点
〔
田
村
幸
策
〕
一
七－
二
七
危
局
に
立
つ
議
会
政
治
を
救
え
〔
長
谷
川
峻
〕
二
八－
三
二
総
選
挙
と
黒
い
霧
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
〔
田
尻
愛
義
〕
三
三－
三
六
バ
ル
ト
三
国
に
対
す
る
ソ
連
の
武
力
征
服
〔
シ
ジ
カ
ウ
カ
ス
（
北
岡
寿
逸
訳
）〕
三
七－
三
七
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
運
動
と
日
本
〔
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
・
ス
テ
ッ
コ
（
横
尾
和
歌
子
編
訳
）〕
三
八－
四
二
資
料
ク
ル
ト
・
ゲ
オ
ル
ク
・
キ
ー
ジ
ン
ガ
ー
連
邦
首
相
の
施
政
方
針
演
説
〈
全
文
〉
四
三－
五
一
資
料
東
南
ア
ジ
ア
の
平
和
に
対
す
る
米
政
策
の
一
四
の
要
件
五
二－
五
二
通
商
航
海
条
約
・
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
に
関
す
る
研
究
〈
五
〉〔
菊
地
正
〕
五
三－
五
九
中
ソ
国
境
の
緊
張
と
対
立
〈
二
〉〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｎ
・
パ
タ
ー
ソ
ン
（
坂
本
忠
次
訳
）〕
六
〇－
七
〇
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
文
脈
〈
二
〉〔
浦
野
起
央
〕
七
一－
九
一
第
一
〇
三
八
号
一
九
六
七
年
三
月
号
巻
頭
言
社
会
党
の
猛
省
を
促
が
す
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
四
Editorial:
A
dvice
to
the
Japan
SocialistParty
〔Sadao
M
iyoshi
〕
五－
五
義
和
団
事
変
〔
植
田
捷
雄
〕
六－
一
六
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四
七
西
独
の
新
連
立
政
権
と
ブ
ラ
ン
ト
外
交－
そ
の
東
独
接
近
と
全
欧
州
動
力
開
発
計
画
の
提
唱
〔
延
島
英
一
〕
一
七－
二
八
海
洋
国
家
と
大
陸
国
家－
日
本
と
シ
ナ
の
運
命
〔
倉
前
義
男
〕
二
九－
四
一
資
料
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
一
般
教
書
〈
全
文
・
一
九
六
七
年
一
月
一
〇
日
議
会
提
出
〉
四
二－
五
一
東
欧
へ
の
か
け
橋
（
ボ
ン
発
）〔
Ｄ
・
Ｋ
〕
五
一－
五
一
書
評
問
答
社
会
と
会
社
広
西
氏
『
資
本
論
の
誤
訳
』
を
読
ん
で
〔
高
橋
正
雄
〕
五
二－
五
五
高
橋
正
雄
さ
ん
へ
の
返
書
〔
広
西
元
信
〕
五
五－
六
〇
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
文
脈
〈
三
〉〔
浦
野
起
央
〕
六
一－
八
五
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
遺
骨
収
集
の
回
顧
〔
石
母
田
武
〕
八
六－
九
三
第
一
〇
三
九
号
一
九
六
七
年
四
月
号
巻
頭
言
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
に
与
う
〔
三
好
貞
雄
〕
三－
五
Editorial:
To
PresidentLyndon
B.Johnson
〔Sadao
M
iyoshi
〕
六－
七
核
時
代
の
外
交－
核
拡
散
防
止
条
約
と
下
田
発
言
〔
斎
藤
忠
〕
八－
一
三
核
拡
散
防
止
条
約
の
陥
穽－
調
印
は
見
送
る
べ
き
で
あ
る
〔
倉
前
義
男
〕
一
四－
二
三
沖
縄
問
題
解
決
の
方
向
と
教
育
権
返
還
の
諸
問
題
〔
末
次
一
郎
〕
二
四－
三
四
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
文
脈
〈
四
〉〔
浦
野
起
央
〕
三
五－
四
四
中
ソ
国
境
の
緊
張
と
対
立
〈
三
〉〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｎ
・
パ
タ
ー
ソ
ン
（
坂
本
忠
次
訳
）〕
四
五－
六
四
孫
中
山
伝
記
〈
八
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
六
五－
七
一
通
商
航
海
条
約
・
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
に
関
す
る
研
究
〈
六
〉〔
菊
地
正
〕
七
二－
七
五
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
四
八
151
民
族
思
想
か
ら
見
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
〔
塚
本
毅
〕
七
六－
九
九
第
一
〇
四
〇
号
一
九
六
七
年
五
月
号
マ
マ
巻
頭
言
核
拡
散
防
止
条
約
を
契
期
と
し
て
超
党
派
外
交
の
緒
を
ひ
ら
け
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
三
核
拡
散
防
止
条
約
と
日
本
外
交
〔
広
田
洋
二
〕
四－
一
四
ソ
連
の
核
政
策
と
東
欧
諸
国
支
配
の
変
遷
〔
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
・
Ｇ
・
ポ
ラ
ー
チ
（
延
島
英
一
訳
）〕
一
五－
二
四
毛
沢
東
の
命
運
〔
田
村
幸
策
〕
二
五－
二
九
エ
カ
フ
ェ
の
過
去
と
現
在
と
将
来－
エ
カ
フ
ェ
東
京
総
会
を
め
ぐ
っ
て
〔
伏
見
楚
代
子
〕
三
〇－
三
九
通
商
航
海
条
約
・
内
国
民
待
遇
及
び
最
恵
国
待
遇
に
関
す
る
研
究
〈
七
・
完
〉〔
菊
地
正
〕
四
〇－
四
六
キ
ュ
ー
バ
・
カ
ス
ト
ロ
革
命－
国
際
政
治
か
ら
み
た
総
合
研
究
〈
二
〉〔
今
村
之
治
〕
四
七－
五
四
国
際
連
合
下
の
植
民
地
住
民
保
護
制
度
〈
前
編
〉〔
青
木
出
郎
〕
五
五－
六
三
書
評
第
一
次
世
界
大
戦
史
研
究
の
新
動
向
－
三
宅
正
樹
氏
の
論
文

第
一
次
世
界
大
戦

に
寄
せ
て
〔
義
井
博
〕
六
四－
七
〇
書
評
現
代
ア
ジ
ア
社
会
思
想
研
究
会
編
『
毛
沢
東
思
想
と
中
国
の
社
会
主
義－
中
共
革
命
の
再
検
討
』
〔
浦
野
起
央
〕
七
〇－
七
一
資
料
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
代
理
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
崩
壊
防
止
の
第
一
歩
を
踏
出
す
（
一
九
六
七
年
四
月
七
日
マ
レ
イ
シ
ア
ウ
ト
サ
ン
・
ム
ラ
ユ
紙
掲
載
）
〔
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
・
ス
ト
ン
（
市
川
正
晴
訳
）〕
七
二－
七
四
明
治
百
年
に
お
け
る
日
韓
合
邦
の
意
義
〔
入
江
汎
〕
七
五－
九
三
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四
九
第
一
〇
四
一
号
一
九
六
七
年
六
月
号
巻
頭
言
中
共
を
除
外
し
て
核
不
拡
散
は
成
立
す
る
か
－
日
本
は
大
い
な
る
核
保
有
国
で
あ
る
べ
き
だ
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
三
核
拡
散
防
止
に
関
す
る
民
社
党
の
態
度
〔
曽
祢
益
〕
四－
六
ア
ジ
ア
に
新
し
い
風
が
吹
く
〔
梅
原
一
雄
〕
七－
一
四
東
南
ア
ジ
ア
経
済
開
発
の
焦
点
〔
斎
藤
栄
三
郎
〕
一
五－
一
七
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
圏
構
想
の
行
方
〔
牧
内
正
男
〕
一
八－
二
二
東
南
ア
ジ
ア
の
農
業
開
発
と
日
本
の
立
場
〔
大
戸
元
長
〕
二
三－
二
七
後
進
諸
国
綿
業
の
発
展
と
日
本
綿
業
〔
有
田
円
二
〕
二
八－
三
二
世
界
食
糧
危
機
に
脅
え
る
第
二
世
界
・
共
産
圏－
新
マ
ル
サ
ス
主
義
に
敗
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
〔
延
島
英
一
〕
三
三－
四
四
沖
縄
一
部
返
還
論
〔
完
倉
寿
郎
〕
四
五－
五
一
「
モ
ン
ゴ
ル
承
認
」
日
米
い
ず
れ
が
先
か
〔
松
崎
陽
〕
五
二－
五
九
宇
宙
条
約
の
解
説
〔
菊
地
正
〕
六
〇－
七
一
孫
中
山
伝
記
〈
九
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
七
二－
七
七
書
評
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｐ
・
ス
テ
ビ
ン
ス
著
（
鹿
島
平
和
研
究
所
訳
）
『
世
界
情
勢
と
米
国
一
九
六
五
』〔
浦
野
〕
七
八－
七
八
国
際
連
合
下
の
植
民
地
住
民
保
護
制
度
〈
後
編
〉－
植
民
地
住
民
保
護
思
想
・
制
度
の
変
遷
〔
青
木
出
郎
〕
七
九－
八
六
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
五
〇
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第
一
〇
四
二
号
一
九
六
七
年
七
月
号
巻
頭
言
中
共
の
水
爆
実
験
と
米
ソ
首
脳
会
談
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
三
中
東
動
乱
の
起
因
と
そ
の
戦
後
処
理
〔
土
田
豊
〕
四－
二
六
訪
米
報
告
記
沖
縄
問
題
の
焦
点
〔
大
浜
信
泉
〕
二
七－
三
二
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
問
題
〔
末
次
一
郎
〕
三
三－
四
二
生
き
返
っ
た
「
西
イ
リ
ア
ン
協
定
」〔
森
田
大
耕
〕
四
三－
五
〇
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
主
義
〔
塚
本
毅
〕
五
一－
五
五
孫
中
山
伝
記
〈
一
〇
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
五
六－
六
三
共
産
世
界
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の
展
望
〔
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
・
Ｇ
・
ポ
ラ
ー
チ
（
延
島
英
一
訳
）〕
六
四－
六
九
資
料
東
西
両
独
に
お
け
る
原
子
力
開
発
七
〇－
七
一
韓
国
併
合
〔
植
田
捷
雄
〕
七
二－
七
八
前
清
宣
統
帝
の
師
傅
、
陳
宝
琛
の
日
本
観
〈
上
〉
－
宣
統
帝
の
著
書
、『
わ
が
半
生
』
を
読
み
て
、
そ
の
一
〔
河
村
一
夫
〕
七
九－
八
七
洪
思
翊
将
軍
を
偲
ぶ
〔
稲
葉
準
造
〕
八
八－
八
九
書
評
『
明
治
の
評
価
と
明
治
人
の
感
触
』
九
〇－
九
〇
第
一
〇
四
三
号
一
九
六
七
年
八
月
号
巻
頭
言
中
共
の
革
命
輸
出
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
三
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五
一
中
東
問
題
の
歴
史
的
背
景
〔
田
村
幸
策
〕
四－
一
五
わ
が
ア
ジ
ア
政
策
の
方
向－
首
相
の
ア
ジ
ア
歴
訪
と
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
〔
牧
内
正
男
〕
一
六－
二
〇
南
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
の
新
段
階
〔
青
野
博
昭
〕
二
一－
二
六
韓
国
総
選
挙
の
行
く
え
〔
金
三
奎
〕
二
七－
二
九
資
料
中
東
紛
争
の
記
録
〔
浦
野
起
央
〕
三
〇－
五
一
孫
中
山
伝
記
〈
一
一
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
五
二－
五
八
チ
ト
ー
最
後
の
血
戦－
民
族
抗
争
と
絡
む
改
革
阻
止
の
陰
謀
と
対
決
〔
イ
リ
ヤ
・
ユ
キ
ッ
チ
（
延
島
英
一
訳
）〕
五
九－
七
〇
ソ
連
戦
略
思
想
か
ら
み
た
限
定
核
戦
争
〈
一
〉〔
ジ
ョ
ン
・
Ｒ
・
ト
ー
マ
ス
（
岡
本
順
一
訳
）〕
七
一－
七
七
前
清
宣
統
帝
の
師
傅
、
陳
宝
琛
の
日
本
観
〈
下
〉
－
宣
統
帝
の
著
書
、『
わ
が
半
生
』
を
読
み
て
、
そ
の
一
〔
河
村
一
夫
〕
七
八－
八
七
世
界
史
の
転
回
点
と
し
て
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
〔
黒
羽
茂
〕
八
八－
九
四
第
一
〇
四
四
号
一
九
六
七
年
九
月
号
巻
頭
言
社
会
党
（
野
党
第
一
党
）
党
首
の
北
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
は
中
止
す
べ
し
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
三
毛
沢
東
の
文
化
革
命
は
成
功
す
る
か
〔
土
居
明
夫
〕
四－
一
一
日
ソ
関
係
の
新
展
開－
三
木
外
相
訪
問
の
意
義
〔
牧
内
正
男
〕
一
二－
一
七
太
平
洋
諸
島
信
託
統
治
地
域
の
現
状
と
将
来
（
上
）－
信
託
統
治
理
事
会
の
活
動
〔
青
木
出
郎
〕
一
八－
二
五
ス
カ
ル
ノ
研
究
特
集
ス
カ
ル
ノ
像－
破
綻
し
た
独
裁
者
の
一
側
面
〔
森
田
大
耕
〕
二
六－
三
八
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
五
二
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ス
カ
ル
ノ
大
統
領
の
栄
光
と
没
落
〔
ア
ブ
ド
ル
・
ラ
ー
マ
ン
・
ラ
ヒ
ム
（
市
川
正
晴
訳
）〕
三
九－
五
二
資
料
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
権
力
闘
争
の
発
展－
陳
伯
達
・
江
青
派
と
林
彪
派
が
衝
突
〔Y
ang
Tsang-hao
〕
五
三－
五
六
レ
ー
ニ
ン
を
棚
上
げ
す
る
ユ
ー
ゴ
共
産
主
義
－
無
党
・
直
接
民
主
主
義
へ
の
手
探
り
〔
ス
ラ
ボ
タ
ン
・
ス
タ
ン
コ
ビ
ッ
チ
（
延
島
英
一
訳
）〕
五
七－
六
三
資
料
南
疆
と
は
ど
ん
な
処
か
〔
朱
桂
〕
六
四－
六
六
ソ
連
戦
略
思
想
か
ら
見
た
限
定
核
戦
争
〈
二
〉〔
ジ
ョ
ン
・
Ｒ
・
ト
ー
マ
ス
（
岡
本
順
一
訳
）〕
六
七－
七
五
資
料
文
明
の
揺
籃
を
死
床
に
変
え
る
な
〔
モ
ハ
メ
ド
・
ア
ル
サ
ゴ
フ
〕
七
六－
七
六
満
洲
皇
帝
と
我
が
駐
満
大
使
と
の
定
例
会
見
－
宣
統
帝
の
著
書
『
わ
が
半
生
』
を
読
み
て
、
そ
の
二
〔
河
村
一
夫
〕
七
七－
八
一
第
一
〇
四
五
号
一
九
六
七
年
一
〇
月
号
巻
頭
言
核
防
条
約
の
調
印
は
慎
重
に
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
二
再
び
核
防
条
約
の
陥
穽
に
つ
い
て
警
鐘
を
乱
打
す
る
〔
倉
前
義
男
〕
三－
一
二
無
核
・
核
防
衛
論
〔
亀
井
貫
一
郎
〕
一
三－
三
二
北
方
領
土
問
題
北
方
領
土
返
還
交
渉
の
前
途－
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
の
発
言
を
繞
っ
て
〔
田
村
幸
策
〕
三
三－
四
〇
還
ら
ざ
る
北
方
の
島
々－
百
年
で
も
千
年
で
も
頑
張
ろ
う
〔
斎
藤
忠
〕
四
一－
四
五
北
洋
の
暖
流
は
日
本
の
運
命
を
左
右
す
る－
領
土
解
決
の
問
題
点
を
さ
ぐ
る
〔
能
戸
英
三
〕
四
六－
五
五
孫
中
山
伝
記
〈
一
二
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
五
六－
六
三
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五
三
資
料
「
西
マ
レ
イ
シ
ア
共
産
白
書
」
マ
レ
イ
シ
ア
政
府
発
表
〔
市
川
正
晴
訳
〕
六
四－
六
九
書
評
角
田
順
『
満
州
問
題
と
国
防
方
針－
明
治
後
期
に
お
け
る
国
防
環
境
の
変
動
』〔
義
井
博
〕
七
〇－
七
四
太
平
洋
諸
島
信
託
統
治
地
域
の
現
状
と
将
来
（
下
）－
信
託
統
治
理
事
会
の
活
動
〔
青
木
出
郎
〕
七
五－
八
三
第
一
〇
四
六
号
一
九
六
七
年
一
一
月
号
巻
頭
言
沖
縄
施
政
権
返
還
と
日
本
の
戦
後
意
識
の
払
拭
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
二
ソ
連
革
命
五
〇
年
の
歩
み
を
観
る
ソ
連
外
交
五
〇
年
の
回
顧
〔
田
村
幸
策
〕
三－
一
五
回
想
の
ロ
シ
ア
革
命
〔
高
谷
覚
蔵
〕
一
六－
二
三
ロ
シ
ア
革
命
成
立
史
〈
一
〉〔
延
島
英
一
〕
二
四－
二
八
沖
縄
施
政
権
返
還
問
題
沖
縄
の
施
政
権
返
還
に
つ
い
て
再
び
訴
え
る
〔
大
田
政
作
〕
二
九－
三
四
沖
縄
問
題
解
決
の
時
期
は
き
た
〔
永
末
英
一
〕
三
五－
三
九
沖
縄
の
施
政
権
返
還
と
基
地
方
式
〔
岡
本
順
一
〕
四
〇－
四
五
首
相
・
外
相
訪
問
旅
行
の
政
治
的
意
義
〔
牧
内
正
男
〕
四
六－
五
〇
Ａ
Ｂ
Ｍ
の
一
つ
の
見
方
〔
亀
井
貫
一
郎
提
供
〕
五
一－
五
七
孫
中
山
伝
記
〈
一
三
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
五
八－
六
六
資
料
全
米
州
議
会
議
員
大
会
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
演
説
〈
全
文
・
一
九
六
七
年
九
月
二
九
日
テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
〉
六
七－
七
〇
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
五
四
145
資
料
ア
ジ
ア
開
銀
新
規
特
別
基
金
へ
の
二
億
ド
ル
き
ょ
出
権
限
を
要
請
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
議
会
あ
て
教
書
〈
一
九
六
七
年
九
月
二
六
日
〉
七
〇－
七
二
資
料
ア
ジ
ア
の
団
結
〈
マ
レ
イ
シ
ア
「
ウ
ト
サ
ン
・
ム
ラ
ユ
」
紙
一
九
六
七
年
九
月
二
四
日
社
説
〉
七
三－
七
三
資
料
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
展
望
ス
ハ
ル
ト
政
権
新
段
階
に
入
る
〈
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
刊
紙
「
オ
ペ
ラ
シ
」
一
九
六
七
年
九
月
八
日
付
〉〔
編
輯
長
バ
ハ
テ
ア
ル
・
ジ
ュ
ミ
リ
〕
七
四－
七
五
資
料
石
油
こ
そ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
期
待
〈
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
刊
紙
「
ブ
リ
タ
・
ハ
リ
ア
ン
」〉
〔
ロ
イ
タ
ー
特
派
員
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ョ
ブ
〕
七
五－
七
五
書
評
浦
野
起
央
編
著
『
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
解
剖－
分
析
と
資
料
』〔
田
村
幸
策
・
奥
源
造
〕
七
七－
七
九
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
－
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
思
想
的
指
導
部
は
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
た
〔
坂
清
〕
八
〇－
八
七
第
一
〇
四
七
号
一
九
六
七
年
一
二
月
号
巻
頭
言
沖
縄
返
還
と
日
本
の
防
衛
体
制
〔
三
好
貞
雄
〕
二－
二
日
本
の
安
全
保
障
と
沖
縄
施
政
権
返
還
問
題
〔
賀
屋
興
宣
〕
三－
一
四
首
相
訪
米
の
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト－
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
構
想
の
展
開
へ
〔
牧
内
正
男
〕
一
五－
二
一
中
共
の
核
力
の
中
和－
印
度
と
の
提
携
〔
亀
井
貫
一
郎
〕
二
二－
二
九
資
料
中
東
紛
争
の
資
料
〔
浦
野
起
央
編
〕
三
一－
四
二
孫
中
山
伝
記
〈
一
四
〉〔
鄧
慕
韓
著
・
木
下
彪
訳
注
〕
四
三－
四
九
資
料
シ
ッ
キ
ム
に
お
け
る
中
印
軍
の
衝
突
〔
矢
野
光
二
〕
五
〇－
五
一
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五
五
ロ
シ
ア
革
命
成
立
史
〈
二
〉
モ
ン
ゴ
ル
の
ロ
シ
ア
征
服
が
残
し
た
痕
跡
〔
延
島
英
一
〕
五
二－
五
七
キ
ュ
ー
バ
・
カ
ス
ト
ロ
革
命－
国
際
政
治
か
ら
み
た
総
合
研
究
（
三
）〔
今
村
之
治
〕
五
八－
六
六
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
世
紀
〈
上
〉〔
ハ
ン
ス
・
コ
ー
ン
（
佐
々
木
邦
郎
・
浦
野
起
央
共
訳
）〕
六
七－
九
一
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
三
号
五
六
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